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昭
和
二

0
年
代
に
お
け
る
利
益
団
体
形
成
過
程
の

｜
｜
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
の
事
例
分
析
｜
｜
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は
じ
め
に

30 

昭
和
二

0
年
代
は
わ
が
国
の
利
益
団
体
の
勃
興
期
で
あ
り
成
長
期
・
発
展
期
で
あ
る
。
利
益
団
体
の
形
成
過
程
を
、
戦
前
戦
後
を

通
じ
て
マ
ク
ロ
に
分
析
し
た
辻
中
豊
は
団
体
増
加
率
の
モ
デ
ル
を
示
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
昭
和
二

0
年
代
前
半
は

団
体
の
噴
出
期
で
あ
り
、
二

0
年
代
後
半
は
そ
れ
が
落
ち
着
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
占
領
と
新
憲
法
制
定
に
と
も
な
う

政
治
体
制
の
変
動
が
、
昭
和
二

0
年
代
前
半
に
お
け
る
全
国
団
体
の
衣
替
え
や
新
設
、
末
端
団
体
の
急
噴
出
を
促
し
た
。
し
か
し
昭

和
二

0
年
代
後
半
に
入
る
と
こ
れ
ら
の
団
体
が
次
第
に
淘
汰
さ
れ
、
「
独
立
講
和
に
前
後
し
て
末
端
団
体
を
よ
く
掌
握
し
え
た
全
国

（

1
）
 

団
体
が
自
ら
の
領
域
を
再
編
」
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
昭
和
三

0
年
代
に
入
る
と
、
利
益
団
体
は
そ
の
活
発
な
活
動
か
ら
社
会
の
注
目
を
集
め
、
そ
れ
と
当
時
に
「
圧
力
団
体
」

（

2
）
 

と
し
て
批
判
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
傾
向
は
学
界
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
昭
和
三
五
年
度
の
『
年
報
政

治
学
』
で
「
日
本
の
圧
力
団
体
」
と
い
う
特
集
が
組
ま
れ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
稿
が
焦
点
を
当
て
る
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
（
日
本
遺
族
会
の
前
身
団
体
）
は
、
右
に
述
べ
た
全
体
状
況
と
重
な
る

歴
史
を
持
つ
。
同
連
盟
が
結
成
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
二
二
年
一
一
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
前
身
団
体
が
な
い
た
め
出
発
当
時
そ
の
組

織
的
基
盤
は
脆
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
や
が
て
組
織
の
基
盤
を
固
め
、
昭
和
二
八
年
に
財
団
法
人
日
本
遺
族
会
に
改
組
、
昭

和
三

0
年
代
初
頭
に
は
、
有
力
な
「
圧
力
団
体
」
の
一
つ
と
し
て
注
目
を
集
め
る
に
至
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
日
本
遺
族
厚
生
連
盟

は
な
ぜ
結
成
一

O
年
に
し
て
「
圧
力
団
体
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
急
成
長
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿
は
こ
う
し
た
問
題
関
心
に
基
づ
き
、
昭
和
二

0
年
代
の
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
に
関
し
次
の
点
に
注
目
し
て
考
察
を
進
め
た
い
。

第
一
は
、
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
の
地
方
組
織
の
形
成
・
発
展
過
程
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
は
各
県
遺
族
会
が
集

ま
っ
て
結
成
し
た
全
国
団
体
で
あ
り
、
組
織
的
に
は
各
県
遺
族
会
の
連
合
体
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
連
盟
の
組
織
の
急
成
長
を
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理
解
す
る
た
め
に
は
、
構
成
単
位
で
あ
る
県
遺
族
会
の
形
成
・
発
展
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
で
は
こ
の

（

5
）
 

点
を
一
次
資
料
が
豊
富
な
広
島
県
を
事
例
と
し
て
分
析
し
て
い
く
。

第
二
は
、
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
に
お
け
る
中
央
地
方
関
係
で
あ
る
。
一
般
に
団
体
が
「
圧
力
団
体
」
と
呼
ば
れ
る
か
ら
に
は
、
本

部
と
支
部
が
共
通
の
目
的
に
向
か
っ
て
連
絡
を
取
り
合
い
、
一
体
に
な
っ
て
政
治
的
な
活
動
を
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
い
え
よ
う
。

日
本
遺
族
厚
生
連
盟
の
場
合
、
そ
の
よ
う
な
関
係
は
い
つ
か
ら
ど
う
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
広
島
（
広

島
県
遺
族
厚
生
連
盟
）
と
東
京
（
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
）
の
関
係
に
注
目
し
な
が
ら
分
析
し
て
い
き
た
い
。

本
論
に
入
る
前
に
既
存
研
究
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
本
稿
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
二
種
類
が
あ
る
。

第
一
は
、
政
治
学
に
お
け
る
利
益
団
体
研
究
で
あ
る
。
日
本
の
利
益
団
体
研
究
は
こ
れ
ま
で
大
き
く
分
け
て
、
昭
和
三

0
年
代
前

（

6
）

（

7
）
 

半
に
相
次
い
で
発
表
さ
れ
た
事
例
研
究
（
代
表
的
な
研
究
と
し
て
石
田
雄
の
農
協
の
研
究
や
田
口
富
久
治
の
医
師
会
の
研
究
）
と
、
村
松

岐
夫
他
『
戦
後
日
本
の
圧
力
団
体
』
（
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
六
一
年
）
発
表
以
降
、
主
流
と
な
っ
た
サ
ー
ベ
イ
に
よ
る
研
究
が
あ

る
。
前
者
は
特
定
の
利
益
団
体
を
取
り
上
げ
、
そ
の
組
織
構
造
や
政
治
過
程
に
対
す
る
働
き
か
け
を
分
析
し
て
お
り
、
本
稿
と
問
題

関
心
が
重
な
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
既
に
基
盤
を
確
立
し
て
い
た
農
協
や
医
師
会
を
同
時
代
的
に
分
析
し
た
も
の

で
あ
り
、
団
体
の
創
設
過
程
や
成
長
過
程
を
詳
細
に
分
析
し
た
も
の
で
は
な
い
。
一
方
、
後
者
の
ほ
と
ん
ど
は
サ
ー
ベ
イ
を
行
っ
た

時
点
で
の
利
益
団
体
を
と
り
ま
く
政
治
過
程
や
社
会
過
程
を
分
析
し
た
も
の
で
、
歴
史
を
遡
っ
て
団
体
の
形
成
過
程
を
分
析
し
た
研

（

8
）
 

究
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
わ
が
国
の
利
益
団
体
の
形
成
過
程
を
一
次
資
料
に
基
づ
き
微
視
的
に
分
析
し

た
初
め
て
の
事
例
研
究
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

第
二
は
、
歴
史
学
に
お
け
る
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
ま
た
は
遺
族
運
動
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
ま
ず
、
北
河
賢
三
『
戦
後
の
出

（

9
）
 

発
」
で
は
、
初
期
占
領
政
策
下
の
遺
族
の
全
国
団
体
の
結
成
過
程
や
各
地
域
の
遺
族
会
の
結
成
過
程
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
本
稿
と

問
題
関
心
が
重
複
す
る
部
分
が
あ
る
。
し
か
し
、
分
析
が
初
期
占
領
政
策
期
で
終
わ
っ
て
い
る
た
め
に
、
な
ぜ
日
本
遺
族
厚
生
連
盟

31 
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が
成
長
し
た
の
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
田
中
伸
尚
他
『
遺
族
と
戦
後
』
は
、
日
本
遺
族
会
の
歴
史
を
分
析
し
た
文

（

叩

）

（

U
）

献
で
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
時
代
に
も
言
及
し
て
い
る
が
、
論
述
の
重
点
は
思
想
的
な
問
題
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
他
今
井
勇
、
木

（

臼

）

村
卓
滋
の
研
究
も
関
連
す
る
業
績
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
遺
族
会
と
い
う
組
織
の
内
部
を
分
析
し
た
も
の
で
は
な
く
、
日

本
遺
族
厚
生
連
盟
の
成
長
要
因
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

32 

初
期
占
領
政
策
下
の
遺
族
会
の
低
迷

昭
和
二

O
年

1
二
四
年
一
月

本
章
で
は
初
期
占
領
政
策
期
に
お
け
る
遺
族
会
の
組
織
形
成
を
論
じ
て
い
く
が
、
そ
の
前
に
日
中
・
太
平
洋
戦
争
期
（
以
下
、
戦

（

日

）

前
・
戦
中
と
表
記
す
る
）
の
遺
族
援
護
体
制
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

戦
前
・
戦
中
、
戦
没
者
の
遺
族
に
対
し
て
は
様
々
な
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
た
。
ま
ず
金
銭
的
な
援
護
と
し
て
は
、
恩
給
法
に
基

づ
く
扶
助
料
と
い
う
年
金
が
ベ

l
ス
と
し
で
あ
っ
た
。
金
銭
的
な
給
付
は
こ
れ
だ
け
で
な
く
、
軍
事
扶
助
法
に
基
づ
く
生
活
費
の
支

給
も
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
扶
助
料
と
そ
の
他
の
収
入
を
合
わ
せ
て
も
生
活
困
難
な
場
合
や
、
扶
助
料
が
認
定
さ
れ
る
ま
で
の
生
活
安

定
の
た
め
な
ど
に
支
給
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
一
時
金
と
し
て
特
別
賜
金
も
支
給
さ
れ
た
。

ま
た
政
府
と
民
間
の
間
に
立
っ
て
援
護
活
動
を
行
う
軍
人
援
護
団
体
も
存
在
し
た
。
恩
賜
財
団
軍
人
援
護
会
と
銃
後
奉
公
会
が
そ

の
中
心
的
存
在
で
あ
る
。
軍
人
援
護
会
は
昭
和
一
三
年
に
設
立
さ
れ
た
団
体
で
あ
る
が
、
同
団
体
は
天
皇
か
ら
の
内
帯
金
と
民
聞
か

ら
の
寄
付
等
を
財
源
と
し
、
下
部
団
体
と
し
て
各
県
に
軍
人
援
護
会
支
部
を
置
い
た
。
そ
の
活
動
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
遺
族

援
護
に
関
す
る
事
業
と
し
て
は
、
遺
族
に
対
す
る
生
業
資
金
の
貸
し
付
け
、
遺
児
に
対
す
る
育
英
事
業
、
遺
族
の
修
養
雑
誌
発
行
、

授
産
所
へ
の
助
成
、
身
上
相
談
、
慰
安
活
動
、
遺
児
の
靖
国
神
社
参
拝
の
旅
費
助
成
な
ど
が
あ
っ
た
。
町
村
単
位
で
は
銃
後
奉
公
会

時
代
状
況



が
設
立
さ
れ
、
県
軍
人
援
護
会
の
支
部
と
し
て
機
能
し
た
。
銃
後
奉
公
会
は
町
村
内
の
全
て
の
世
帯
主
が
会
員
と
な
り
、
財
政
的
に

（

M
）
 

は
世
帯
主
か
ら
の
会
費
と
県
や
町
村
か
ら
の
補
助
金
な
ど
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
戦
前
・
戦
中
の
援
護
は
官
民
一
体

と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
こ
と
は
戦
後
の
遺
族
会
を
理
解
す
る
上
で
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
こ
こ
で
そ
の
点
を
確
認

し
て
お
き
た
い
。

昭
和
二

O
年
敗
戦
を
迎
え
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
初
期
占
領
政
策
、
す
な
わ
ち
「
非
軍
事
化
と
民
主
化
」
政
策
が
始
ま
っ
た
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
遺
族
に
対
す
る
手
厚
い
援
護
は
全
て
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
昭
和
二

O
年
一
一
月
連
合
国
最
高
司
令
官

か
ら
「
恩
給
及
び
恵
与
」
と
題
す
る
覚
書
が
日
本
政
府
に
伝
達
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
政
府
は
一
二
年
二
月
「
恩
給
法
ノ
特
例
ニ
関

（日）

ス
ル
件
」
を
公
布
し
た
。
そ
の
結
果
、
旧
軍
人
遺
族
に
対
す
る
扶
助
料
の
支
給
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
以
後
、
経
済
的
に
困

窮
し
た
遺
族
へ
の
対
処
は
、
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
一
年
制
定
）
の
枠
内
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭和二0年代における利益団体形成過程の一考察

ま
た
、
昭
和
一
一
一
年
二
月
G
H
Qは
、
「
社
会
救
済
」
（

ω
n
k
F
2
Z
3印
）
と
い
う
覚
書
き
を
示
し
た
が
、
そ
こ
に
は
三
つ
の
原
則

（

M
）
 

が
示
さ
れ
て
い
た
。
第
一
は
、
「
無
差
別
平
等
の
原
則
」
と
い
う
も
の
で
、
軍
事
優
先
の
保
護
原
則
を
廃
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。

第
二
は
、
「
公
的
責
任
の
原
則
」
で
、
こ
れ
は
困
窮
者
に
対
す
る
事
業
は
政
府
の
責
任
で
行
う
べ
き
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
戦
前

の
日
本
で
伝
統
的
に
行
わ
れ
て
き
た
、
官
民
一
体
、
中
間
団
体
を
活
用
し
た
社
会
事
業
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
第
三
は
、

「
必
要
充
足
の
原
則
」
と
い
う
内
容
の
も
の
で
、
憲
法
二
五
条
（
「
す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を

有
す
る
」
）
に
そ
の
考
え
方
が
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
G
H
Q
の
意
向
を
前
に
軍
人
援
護
会
も
そ
の
ま
ま
存
続
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
一
年
三
月
、
軍
人
援
護
会
は
戦
災
援
護
会
（
引
揚
者
、
戦
災
者
を
援
護
し
た
団
体
で
昭
和
二
O

年
三
月
結
成
）
と
合
併
し
て
昭
和
一
二
年
三
月
同
胞
援
護
会
と
し
て
再
出
発
し
た
が
、
同
会
の
援
護
の
対
象
は
傷
痩
軍
人
や
軍
人
遺

家
族
だ
け
で
な
く
、
一
般
生
活
困
窮
者
全
般
に
広
が
っ
た
。
し
か
も
そ
の
同
胞
援
護
会
も
、
「
公
的
責
任
の
原
則
」
の
下
、
政
府
や

（口）

自
治
体
か
ら
の
補
助
金
を
や
が
て
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
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さ
ら
に
昭
和
二
一
年
一
一
月
、
内
務
、
文
部
両
次
官
通
牒
「
公
葬
等
に
つ
い
て
」
が
地
方
長
官
宛
に
発
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
政
教

分
離
の
見
地
か
ら
、
①
地
方
自
治
体
が
公
葬
等
（
慰
霊
祭
、
追
悼
式
）
を
挙
行
す
る
こ
と
、
②
官
公
庁
の
長
、
職
員
が
公
人
と
し
て

公
葬
等
に
参
加
す
る
こ
と
、
③
民
間
団
体
が
行
う
戦
没
者
の
葬
儀
、
慰
霊
祭
等
に
地
方
自
治
体
が
援
助
や
敬
弔
の
意
を
表
明
す
る
こ

と
、
な
ど
を
禁
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
遺
族
会
の
団
体
史
に
よ
れ
ば
、
こ
の
通
牒
が
地
方
自
治
体
や
一
般
国
民
に
極
め
て
大
き

な
影
響
を
与
え
、
戦
没
者
遺
族
の
問
題
に
関
す
る
限
り
「
さ
わ
ら
ぬ
神
に
た
た
り
な
し
」
と
、
遺
族
を
敬
遠
疎
外
す
る
気
風
を
生
じ

（国）

さ
せ
た
と
い
う
。
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さ
て
、
こ
う
し
た
遺
族
へ
の
逆
風
の
中
で
、
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
は
ど
の
よ
う
に
し
て
結
成
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
過
程
を
主
と
し

（日）

て
北
河
の
研
究
を
利
用
し
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

遺
族
の
全
国
団
体
結
成
の
動
き
は
、
昭
和
二
一
年
二
月
武
蔵
野
母
子
寮
長
の
牧
野
修
二
の
ラ
ジ
オ
で
の
呼
び
か
け
を
き
っ
か
け
に

始
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
戦
争
未
亡
人
が
中
心
と
な
っ
て
戦
争
犠
牲
者
遺
族
同
盟
が
結
成
さ
れ
、
事
務
所
は
武
蔵
野
母
子
寮
に
置
か

れ
た
。
同
同
盟
に
対
し
て
は
、
同
胞
援
護
会
に
よ
る
財
政
面
、
労
力
面
で
の
支
援
が
行
わ
れ
、
そ
う
し
た
中
で
昭
和
一
二
年
六
月
に

戦
争
犠
牲
者
遺
族
同
盟
結
成
大
会
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
「
戦
争
犠
牲
者
」
と
い
う
名
称
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
同
同
盟
は
軍
人
軍

属
の
遺
族
だ
け
で
な
く
、
戦
災
者
の
遺
族
も
含
め
た
団
体
で
あ
っ
た
。

大
会
後
、
同
同
盟
は
全
国
に
支
部
組
織
を
作
る
べ
く
、
同
胞
援
護
会
府
県
支
部
に
地
方
遺
族
団
体
の
組
織
化
の
依
頼
状
を
送
っ
た
。

そ
し
て
昭
和
二
二
年
五
月
戦
争
犠
牲
者
遺
族
同
盟
の
第
二
回
目
の
大
会
が
聞
か
れ
、
全
国
か
ら
遺
族
の
地
方
代
表
者
が
参
加
し
た
が
、

そ
こ
で
対
立
が
表
面
化
し
た
。
同
同
盟
の
「
左
傾
化
」
し
た
性
格
に
不
満
を
持
つ
、
男
性
を
中
心
と
す
る
遺
族
代
表
は
、
大
会
散
会

後
、
露
天
会
議
を
開
い
て
別
の
全
国
団
体
を
作
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
の
で
ふ
泌
o

か
く
し
て
昭
和
二
二
年
一
一
月
東
京
に
再
び

集
ま
っ
た
遺
族
代
表
は
も
う
一
つ
の
全
国
団
体
を
組
織
し
た
。
こ
れ
が
二
二
年
一
一
月
に
結
成
さ
れ
た
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
で
あ
る
。

こ
う
し
て
発
足
し
た
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
で
あ
る
が
、
二
二
年
か
ら
二
三
年
に
か
け
て
そ
の
組
織
基
盤
は
極
め
て
脆
弱
で
あ
っ
た
。



全
国
組
織
と
い
っ
て
も
、
昭
和
二
二
年
の
発
足
時
、
集
ま
っ
た
遺
族
代
表
は
二
二
県
の
代
表
者
に
過
ぎ
ず
、
「
末
端
組
織
の
成
熟
も

（

幻

）

（

n）

充
分
で
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
翌
年
七
月
大
阪
で
聞
か
れ
た
大
会
へ
の
参
加
者
は
、
二
四
都
道
府
県
の
代
表
者
八

O
名
、
一
一
月
に

（お）

開
い
た
臨
時
総
会
で
集
ま
っ
た
の
は
一
四
県
代
表
二

O
名
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
連
盟
の
事
務
所
も
一
定
せ
ず
、
発
足
当
初
、
神
奈
川

（

M
）
 

県
遺
族
厚
生
連
盟
内
に
置
か
れ
、
後
に
四
谷
の
み
さ
お
会
館
の
玄
関
（
二
三
年
秋
ま
で
）
、
日
産
火
災
大
塚
支
店
内
（
二
四
年
秋
ま
で
）

（お）

に
間
借
り
す
る
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
団
体
の
機
関
誌
す
ら
そ
の
発
行
は
昭
和
二
四
年
二
月
ま
で
待
た
な
く
て
は
な
ら
か

っ
た
の
で
あ
る
。

（部）

な
お
、
戦
争
犠
牲
者
遺
族
同
盟
の
方
も
そ
の
後
勢
い
が
振
る
わ
ず
、
昭
和
二
四
年
七
月
に
解
散
し
た
。
資
金
の
欠
乏
が
そ
の
原
因

（訂）

だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

昭和二0年代における利益団体形成過程の一考察

同
広
島
県
の
遺
族
会

ま
ず
県
の
援
護
行
政
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
初
期
占
領
政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
の
時
期
、
県
は
遺
族
に
特
化
し
た
援
護

行
政
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
表
1
に
示
し
た
県
の
予
算
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
表
1
は
昭
和
一
二
年
度
か
ら
二
九

年
度
に
か
け
て
の
一
般
会
計
決
算
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
援
護
事
業
費
」
の
中
に
「
遺
族
援
護
事
業
費
」
と
い
う
費
目

が
現
れ
る
の
は
昭
和
二
四
年
度
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
戦
没
者
遺
族
の
援
護
は
、
生
活
困
難
者
一
般
に
対
す
る
援
護
の
一
部
と

（犯）

し
て
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
で
遺
族
会
の
組
織
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
ま
ず
県
単
位
の
遺
族
会
で
あ
る
が
、
広
島
県
の
場
合
、
結
成
は
全
国

的
に
も
特
に
遅
れ
、
昭
和
二
四
年
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
本
来
な
ら
ば
広
島
市
遺
族
会
が
県
遺
族
会
結
成
の
音
頭
を

と
る
は
ず
の
と
こ
ろ
、
広
島
市
が
原
爆
で
壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
た
め
に
市
遺
族
会
の
結
成
が
遅
れ
、
そ
れ
が
県
遺
族
会
結
成
の
遅

（却）

れ
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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千円）

歳出総額
援護事業費 遺族援護事業

備考
（項） 費（目）

21年度 243, 139 

22年度 855,089 

23年度 3, 719, 281 6,392 

24年度 5,208,603 44,943 657 

25年度 6,843,605 43, 767 3, 170 

26年度 9,422,439 15,013 3,875 

27年度 12, 521, 768 31, 742 10,266 

28年度から復員諸費（項）の中

28年度 14,305, 784 29,009 3,667 
に旧軍人遺家族援護事業費

（目）が追加され、 1.253千円を

支出

29年度 15,513, 797 18, 311 2, 114 
29年度の旧軍人遺家族援護事業

費は978千円

広島県決算における遺族援護事業費の推移（昭和21年度～29年度）

（単位

表1

注） 昭和21年～22年は援護事業費という費目が存在せず、 21年～24年までは遺族援護事業費とい

う費目が存在しなかった。

出所） 広島県編『昭和21年度～29年度版

そ
れ
で
は
町
村
単
位
の
遺
族
会
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
広
島
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広島県歳出歳入決算報告書.I（広島県立図書館所蔵）

市
近
郊
に
安
芸
郡
瀬
野
村
と
い
う
村
が
あ
る
が
、
そ
の
村
役
場

が
残
し
た
「
遺
族
会
関
係
文
書
綴
」
と
い
う
簿
冊
が
あ
る
の
で
、

こ
の
簿
冊
を
手
が
か
り
に
こ
の
時
期
の
遺
族
会
の
状
況
を
跡
づ

け
て
い
き
た
い
。
こ
の
簿
冊
を
開
く
と
、
昭
和
二
二
年
二
月
下

旬
に
作
成
し
た
と
思
わ
れ
る
次
の
よ
う
な
文
書
が
最
初
に
綴
じ

（却）

込
ま
れ
て
い
る
。

瀬
野
村
役
場
発
遺
族
宛

（
標
題
な
し
）

こ
の
た
び
の
戦
争
で
犠
牲
に
な
ら
れ
ま
し
た
戦
没
者
各
位
の
霊

を
慰
め
併
せ
て
御
遺
族
の
皆
様
の
御
慰
問
を
目
的
と
し
て
広
島

地
方
世
話
部
よ
り
係
官
が
当
地
に
出
張
致
さ
れ
ま
す
が
時
間
の

都
合
上
一
々
御
家
庭
を
訪
問
す
る
猶
予
が
無
い
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
か
ら
、
ご
都
合
が
悪
か
ら
う
と
は
思
ひ
ま
す
が
当
日
御

遺
族
の
方
々
に
学
校
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
共
に
係
官
か
ら
お

話
を
承
り
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

境
遇
を
同
じ
く
す
る
者
が
時
々
一
堂
集
ま
っ
て
、
悲
し
み
を

分
か
ち
あ
い
慰
め
あ
ふ
こ
と
は
大
変
よ
い
こ
と
だ
と
思
は
れ
ま

す
か
ら
、
ご
多
忙
中
恐
縮
乍
是
非
ご
都
合
を
つ
け
ら
れ
出
席
致



せ
ら
れ
る
や
う
ご
案
内
申
上
げ
ま
す
。

集
合
場
所
国
民
学
校
作
法
室

日
時
三
月
二
日
午
前
十
時
か
ら

地
方
世
話
部
と
は
、
留
守
家
族
の
世
話
、
復
員
、
遺
族
援
護
を
担
当
し
た
県
庁
の
一
部
局
で
あ
る
。
遺
族
た
ち
は
三
月
二
日
小
学

校
に
集
ま
っ
て
世
話
部
の
係
官
の
話
を
聞
き
、
そ
の
直
後
に
瀬
野
村
遺
族
会
設
立
準
備
委
員
会
を
結
成
し
た
。
同
準
備
委
員
会
は
村

内
の
遺
族
に
次
の
よ
う
な
文
書
を
送
っ
て
い
る
。

昭和二0年代における利益団体形成過程の一考察

設
立
準
備
委
員
会
発
遺
族
宛

（
標
題
な
し
）

私
共
の
愛
す
る
夫
や
子
供
兄
弟
が
戦
争
の
た
め
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
う
へ
、
あ
と
に
残
さ
れ
た
全
国
幾
百
万
の
遺
族
た
ち
が
敗
戦
下
の
祖
国

の
混
乱
の
中
で
知
何
に
苦
し
み
如
何
に
悩
ん
だ
か
は
遺
族
皆
様
の
身
を
以
て
体
験
致
さ
れ
て
ゐ
る
処
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
悲
運
の
人
々
を

救
ひ
慰
め
る
こ
と
を
忘
れ
た
世
間
と
政
府
は
何
の
頼
り
に
も
な
ら
ぬ
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
従
ひ
ま
し
て
私
共
の
将
来
は
私
共
の
手
自
ら
で

開
拓
致
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
社
会
の
冷
ひ
仕
打
を
恨
む
前
に
先
づ
深
く
省
み
て
故
人
の
崇
高
な
る
遺
徳
を
汚
さ
ぬ
よ
う
心
掛
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
斯
く
考
へ
て
み
ま
す
と
遺
族
の
も
つ
責
任
は
ま
こ
と
に
重
大
で
あ
り
行
手
は
こ
の
上
益
々
困
難
を
加
へ
る
こ
と
、
思
わ

れ
ま
す
。

就
き
ま
し
て
は
こ
の
た
び
戦
没
者
の
慰
霊
と
遺
族
の
相
互
援
助
を
目
的
と
し
て
瀬
野
村
遺
族
会
を
結
成
致
す
こ
と
、
な
り
、
そ
の
第
一
回

総
会
を
三
月
十
一
日
午
后
一
時
よ
り
瀬
野
村
国
民
学
校
に
於
て
開
催
致
し
ま
す
か
ら
万
障
繰
合
せ
て
御
出
席
下
さ
る
よ
う
申
し
上
げ
ま
す
。

（
後
略
）
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こ
う
し
て
参
集
し
た
遺
族
に
よ
っ
て
瀬
野
村
遺
族
会
は
結
成
さ
れ
た
。
上
に
紹
介
し
た
資
料
か
ら
は
次
の
よ
う
な
姿
が
想
像
で
き

る
。
ま
ず
、
遺
族
会
発
足
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
は
県
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
出
張
し
た
係
官
は
、
初
期
占
領
政
策
の
下
、
政
府
や

県
と
し
て
遺
族
援
護
が
で
き
な
い
現
状
を
説
明
し
、
遺
族
自
身
で
「
戦
没
者
の
慰
霊
と
遺
族
の
相
互
援
助
」
を
行
う
よ
う
、
呼
び
か

け
る
ほ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
係
官
の
説
明
を
聞
い
た
遺
族
は
「
世
間
と
政
府
は
何
の
頼
り
に
も
な
ら
ぬ
こ
と
が
判
り
」
、
慰

霊
と
相
互
扶
助
の
た
め
の
団
体
と
し
て
の
遺
族
会
を
結
成
し
た
。
そ
し
て
瀬
野
村
に
出
張
し
た
係
官
は
、
他
の
村
も
め
ぐ
り
同
様
の

（幻）

呼
び
か
け
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
い
く
つ
か
の
町
村
で
、
遺
族
会
が
結
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
発
足
し
た
遺
族
会
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
瀬
野
村
の
「
遺
族
会
関
係
綴
」
か
ら
判

断
す
る
と
、
遺
族
会
と
し
て
の
行
事
の
ほ
と
ん
ど
は
戦
没
者
の
追
悼
、
慰
霊
行
事
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
遺
族
の
個
人
宅
で
行
わ

れ
て
い
る
。
「
公
葬
等
に
つ
い
て
」
に
よ
り
、
村
と
し
て
の
慰
霊
行
事
が
実
施
で
き
な
い
が
た
め
に
、
せ
め
て
遺
族
同
士
が
集
ま
っ

て
細
々
と
慰
霊
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
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そ
し
て
昭
和
二
三
年
一

O
月
に
な
る
と
、
瀬
野
村
遺
族
会
は
改
組
し
、
名
称
も
得
生
会
に
変
更
し
た
。
こ
れ
は
瀬
野
川
遺
族
会
に

戦
災
者
の
遺
族
も
合
流
し
、
共
に
慰
霊
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
当
時
の
遺
族
会
の
活
動
の
ほ
と
ん
ど
が
慰
霊
活

動
だ
っ
た
た
め
に
、
こ
う
し
た
合
流
も
自
然
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
得
生
会
は
、
昭
和
二
六
年
の
年
明
け
前
後
に
再
び
名

称
を
瀬
野
村
遺
族
会
に
戻
す
こ
と
に
な
る
。

も
う
一
つ
の
村
の
事
例
を
紹
介
し
よ
う
。
県
北
の
山
間
部
に
位
置
す
る
山
県
郡
美
和
村
で
は
、
昭
和
二
二
年
七
月
に
美
和
村
遺
族

（担）

会
が
結
成
さ
れ
た
。
遺
族
会
の
簿
冊
の
扉
の
紙
に
「
遺
族
会
一
件
同
胞
援
護
会
美
和
分
会
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
判
断

す
る
と
、
戦
争
犠
牲
者
遺
族
同
盟
の
要
請
を
受
け
た
同
胞
援
護
会
広
島
県
支
部
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
誕
生
し
た
会
の
可
能
性
が
高

い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
簿
冊
に
は
昭
和
二
二
年
七
月
に
会
員
を
募
集
し
た
こ
と
を
示
す
資
料
を
フ
ァ
イ
ル
さ
れ
た
後
、
二
六
年
に
な

る
ま
で
書
類
が
一
件
も
綴
じ
込
ま
れ
て
い
な
い
。
美
和
村
の
場
合
、
結
成
ま
も
な
く
開
店
休
業
状
態
に
な
っ
た
模
様
で
あ
る
。
こ
の



こ
と
は
、
二
六
年
に
村
長
か
ら
同
村
遺
族
会
長
に
送
ら
れ
た
次
の
書
類
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

美
和
村
村
長
米
国
政
一
発
石
橋
小
一
郎
宛
（
昭
和
二
六
年
三
月
一
七
日
）

山
県
郡
遺
族
連
合
会
結
成
に
つ
い
て

本
村
の
遺
族
会
に
つ
い
て
は
昭
和
二
十
二
年
七
月
貴
殿
を
会
長
と
し
て
発
会
準
備
を
進
め
会
員
申
込
受
付
中
或
種
の
事
情
の
為
立
消
と
な
り
、

そ
の
ま
、
現
在
に
至
っ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
回
郡
の
遺
族
連
合
会
を
結
成
す
る
こ
と
、
な
り
、
別
紙
の
通
り
結
成
式
を
挙
行
さ
れ

ま
す
の
で
美
和
村
代
表
と
し
て
ご
出
席
を
賜
り
度
（
後
略
）

「
或
種
の
事
情
」
は
具
体
的
に
分
か
ら
な
い
が
、
当
時
の
時
代
状
況
を
考
え
る
と
、
活
動
資
金
の
不
足
に
よ
り
自
然
に
活
動
を
休

昭和二0年代における利益団体形成過程の一考察

止
し
て
い
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
残
さ
れ
た
資
料
か
ら
推
測
す
る
限
り
、
町
村
遺
族
会
の
結
成
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
は
県
や
同
胞
援
護
会
の
県

（犯）

支
部
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
広
島
の
遺
族
会
の
活
動
は
低
調
で
あ
り
、
村
内
で

細
々
と
慰
霊
活
動
を
行
う
程
度
の
も
の
と
な
っ
た
。
な
お
、
全
国
的
に
見
て
も
こ
の
時
期
は
県
単
位
の
遺
族
会
そ
の
も
の
が
で
き
て

（担）

い
な
い
県
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
県
遺
族
会
と
い
う
看
板
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
「
末
端
組
織
の
成
熟
も
充
分
で
な

（部）

か
っ
た
」
と
い
う
の
が
当
時
の
平
均
的
な
姿
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

39 
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占
領
政
策
の
転
換
と
遺
族
会
の
組
織
形
成

40 

昭
和
二
四
年
二
月

1
二
五
年
二
一
月

（一）

時
代
状
況

ア
メ
リ
カ
の
対
日
占
領
政
策
は
、
昭
和
二
三
年
に
転
換
期
を
迎
え
る
。
周
知
の
よ
う
に
冷
戦
が
深
刻
化
す
る
中
、
占
領
政
策
は

「
非
軍
事
化
と
民
主
化
」
か
ら
経
済
復
興
中
心
に
転
換
し
た
。
そ
し
て
国
内
の
政
権
も
昭
和
二
四
年
一
月
、
保
守
政
権
で
あ
る
第
二

次
吉
田
茂
内
閣
が
総
選
挙
で
圧
勝
し
た
。
こ
う
し
た
情
勢
変
化
は
、
遺
族
問
題
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

ま
ず
昭
和
二
四
年
五
月
一
四
日
衆
議
院
に
お
い
て
「
遺
族
援
護
に
関
す
る
決
議
」
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。
翌
日
に
は
参
議

院
に
お
い
て
も
、
同
趣
旨
の
「
未
亡
人
並
び
に
戦
没
者
遺
族
の
福
祉
に
関
す
る
決
議
」
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
決
議
は
、

遺
族
に
遺
族
年
金
又
は
弔
慰
金
を
支
給
す
る
こ
と
等
を
そ
の
内
容
と
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
答
弁
は
、
総
司
令
部
の

（部）

覚
書
き
が
あ
る
以
上
、
こ
れ
を
支
払
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
、
占
領
下
の
政
府
の
置
か
れ
た
現
実
を
示
し
て
い
た
。
し

か
し
、
そ
れ
で
も
国
会
が
全
会
一
致
で
可
決
し
た
こ
と
は
、
「
遺
族
を
敬
遠
疎
外
す
る
気
風
」
を
和
ら
げ
、
遺
族
会
の
形
成
の
追
い

（幻）

風
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
事
務
局
長
を
務
め
た
徳
永
正
利
は
次
の
よ
う
に
回
想
す
る
。

こ
の
決
議
は
、
い
わ
ば
地
に
落
ち
た
一
粒
の
麦
で
あ
っ
た
（
中
略
）
。
父
を
、
夫
を
、
子
を
失
っ
た
八
百
万
の
人
々
に
は
、
こ
の
決
議
を
契

機
と
し
て
急
速
に
組
織
化
さ
れ
、
遺
族
運
動
の
底
力
は
こ
の
頃
か
ら
目
に
見
え
て
強
靭
さ
を
増
し
て
い
っ
た
。

日
本
遺
族
厚
生
連
盟
は
、
こ
の
頃
か
ら
国
会
に
橋
頭
壁
を
築
き
始
め
る
。
ま
ず
、
昭
和
二
五
年
三
月
衆
議
院
内
に
戦
死
戦
災
者
遺

家
族
議
員
連
盟
が
生
ま
（
問
、
周
年
六
月
に
は
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
会
長
長
島
銀
蔵
が
参
議
院
選
挙
（
全
国
区
）
で
当
選
を
果
た
し
た

の
で
あ
る
。
事
務
所
も
二
五
年
三
月
か
ら
尚
友
会
館
に
初
め
て
「
事
務
所
ら
し
い
事
務
所
」
を
持
っ
た
。
徳
永
は
「
こ
こ
を
拠
点
と



（
却
）

し
て
連
盟
の
活
動
は
急
ピ
ッ
チ
で
伸
び
て
行
っ
た
」
と
昭
和
二
五
年
を
回
想
し
て
い
る
。

同
広
島
県
の
遺
族
会

ま
ず
県
の
遺
族
援
護
行
政
を
見
て
い
こ
う
。
昭
和
二
四
年
は
遺
族
援
護
が
開
始
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
表
1
で
示
し
た
よ
う
に
初
め

（

ω）
 

て
「
遺
族
援
護
事
業
費
」
六
六
万
円
が
県
か
ら
支
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
広
島
県
単
位
の
遺
族
会
、
す
な
わ
ち
広
島
県
遺
族
厚
生
連
盟
（
以
下
、
県
遺
族
厚
生
連
盟
と
略
）
が
昭
和
二
四
年

八
月
に
誕
生
し
た
。
そ
の
結
成
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
尾
道
市
の
遺
族
会
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
県
遺
族
厚
生
連
盟
の
発
起

（
姐
）

人
代
表
が
尾
道
遺
族
会
長
で
あ
る
こ
と
、
初
代
会
長
も
尾
道
市
の
対
岸
に
位
置
す
る
向
島
町
在
住
の
県
議
藤
田
直
義
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
窺
え
る
。

昭和二0年代における利益団体形成過程の一考察

と
こ
ろ
で
、
県
遺
族
厚
生
連
盟
は
県
と
の
連
携
の
下
に
結
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
に
、
予
算
の
面
か
ら
そ
れ
が
い
え
る
。
県
遺
族
厚
生
連
盟
が
結
成
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
二
四
年
八
月
コ
二
日
で
あ
る
。
そ
れ

か
ら
わ
ず
か
二
カ
月
足
ら
ず
の
一

O
月
二
九
日
、
県
知
事
は
戦
後
初
め
て
遺
族
援
護
事
業
費
と
し
て
六
八
万
円
（
予
算
）
を
計
上
し
、

（
位
）

そ
の
使
途
と
し
て
「
遺
族
更
正
連
盟
の
実
施
す
る
遺
族
更
正
事
業
を
推
進
助
長
す
る
」
な
ど
と
県
議
会
で
答
弁
し
て
い
る
。
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
の
良
さ
を
見
る
と
、
遺
族
会
側
は
、
県
議
で
あ
り
県
厚
生
連
盟
会
長
に
就
任
す
る
藤
田
が
中
心
と
な
っ
て
県
と
交
渉
を
行

い
、
県
の
予
算
が
付
く
こ
と
を
見
越
し
て
組
織
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

第
二
に
、
県
遺
族
厚
生
連
盟
の
下
部
組
織
の
組
織
化
の
過
程
か
ら
窺
え
る
。
同
連
盟
結
成
約
一
カ
月
前
の
八
月
一
日
、
各
郡
に
置

（
拙
）

か
れ
た
県
の
出
先
機
関
で
あ
る
地
方
事
務
所
は
、
郡
内
の
町
村
長
に
次
の
よ
う
な
文
書
を
送
っ
て
い
る
。
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安
佐
地
方
事
務
所
長
発
各
町
村
長
宛
（
昭
和
二
四
年
八
月
一
日
）
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遺
族
会
規
定
案
送
付
に
つ
い
て

遺
族
会
結
成
に
つ
い
て
は
種
々
御
配
意
に
な
り
既
に
本
郡
内
に
於
て
も
祇
園
、
緑
井
、
伴
、
鈴
張
、
亀
山
、
可
部
の
六
カ
町
村
に
結
成
済
で

あ
り
、
未
結
成
の
町
村
に
於
か
れ
て
は
別
紙
遺
族
規
定
案
を
送
付
す
る
か
ら
速
急
に
自
主
的
結
成
を
せ
し
め
ら
れ
る
様
御
配
慮
願
ひ
度
し

追
而
結
成
後
は
当
所
宛
報
告
せ
ら
れ
た
い
。

（
以
下
、
規
定
案
の
内
容
は
省
略
｜
引
用
者
）
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こ
の
よ
う
に
地
方
事
務
所
は
遺
族
会
の
規
定
案
を
用
意
し
て
ま
で
、
町
村
に
遺
族
会
結
成
を
促
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ

の
文
書
が
綴
じ
込
ま
れ
た
大
林
村
遺
族
会
の
簿
冊
は
、
冒
頭
に
村
内
の
遺
族
の
名
簿
を
綴
じ
込
み
、
次
に
右
の
文
書
が
フ
ァ
イ
ル
さ

れ
て
い
る
。
大
林
村
で
は
地
方
事
務
所
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
急
速
遺
族
名
簿
を
作
成
し
、
遺
族
会
の
結
成
を
促
し
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
地
方
事
務
所
は
郡
連
合
遺
族
会
結
成
の
母
体
と
も
な
っ
た
。
郡
連
合
遺
族
会
と
は
、
県
遺
族
厚
生
連
盟
と
町
村
遺
族
会

の
中
間
に
位
置
す
る
組
織
体
で
あ
り
、
役
割
と
し
て
は
、
県
遺
族
厚
生
連
盟
か
ら
の
伝
達
事
項
を
町
村
遺
族
会
に
流
し
た
り
、
町
村

遺
族
会
か
ら
靖
国
暦
な
ど
の
代
金
（
後
述
）
を
集
金
し
て
県
遺
族
厚
生
連
盟
に
納
め
た
り
、
町
村
遺
族
会
の
意
見
を
集
約
す
る
場
で

あ
っ
た
。
こ
の
郡
連
合
遺
族
会
の
立
ち
上
げ
に
際
し
、
安
佐
郡
で
は
地
方
事
務
所
自
体
が
「
安
佐
郡
遺
族
連
合
会
結
成
準
備
会
」
と

な
り
、
山
県
郡
で
も
山
県
地
方
事
務
所
長
が
「
山
県
郡
遺
族
連
合
会
結
成
発
起
人
」
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に

郡
連
合
遺
族
会
が
結
成
さ
れ
る
と
、
会
の
事
務
所
は
地
方
事
務
所
内
に
置
か
れ
、
実
際
の
事
務
も
地
方
事
務
所
の
職
員
が
代
行
し
て

（叫）

い
る
。さ

て
、
右
に
見
た
よ
う
に
県
が
遺
族
会
を
組
織
化
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
遺
族
会
が
県
と
連
携
し
、
行
政
を
補
完
す
る
よ
う
な
活

動
を
行
う
の
は
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
県
遺
族
厚
生
連
盟
の
活
動
を
具
体
的
に
紹
介
し
て
い
こ
う
。

県
遺
族
厚
生
連
盟
の
活
動
の
第
一
の
柱
は
県
か
ら
委
託
さ
れ
た
事
業
の
実
施
で
あ
る
。
昭
和
二
四
年
度
は
六
八
万
円
、
二
五
年
度



は
八

O
万
円
県
か
ら
予
算
配
分
を
受
け
て
、
①
生
活
実
態
調
査
、
②
生
活
相
談
所
設
置
、
③
援
護
思
想
普
及
及
び
宣
伝
活
動
を
行
つ

（必）

て
い
た
。

昭和二0年代における利益団体形成過程の一考察

も
う
少
し
詳
し
く
述
べ
る
と
、
①
の
生
活
実
態
調
査
と
は
、
各
町
村
遺
族
会
が
町
村
内
の
遺
族
の
困
窮
状
況
を
調
査
し
、
「
生
活

保
護
に
よ
る
被
保
護
世
帯
数
」
、
「
困
っ
て
い
る
世
帯
数
」
、
「
其
他
の
世
帯
数
」
を
、
「
未
亡
人
」
の
世
帯
、
「
母
姉
妹
」
の
世
帯
、

「
父
兄
其
他
」
の
世
帯
別
に
集
計
し
て
一
覧
に
す
る
と
い
う
比
較
的
簡
単
な
も
の
で
あ
る
。
県
は
遺
族
会
の
組
織
を
利
用
し
て
、
遺

族
援
護
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
ょ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

②
の
生
活
相
談
所
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、
簿
冊
に
資
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
戦
前
・
戦
中
に
軍
人
援
護
会
、
銃
後
奉
公

会
が
行
っ
て
い
た
身
上
相
談
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

③
援
護
思
想
普
及
及
び
宣
伝
活
動
は
、
広
島
遺
族
新
聞
の
発
行
と
配
布
で
あ
る
。
戦
前
・
戦
中
は
軍
人
援
護
会
が
、
遺
族
の
修
養

雑
誌
を
発
行
し
て
い
た
が
、
戦
後
は
遺
族
会
に
よ
る
「
援
護
思
想
」
の
普
及
の
た
め
の
新
開
発
行
に
変
形
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、

遺
族
新
聞
の
配
布
に
関
す
る
資
料
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。

安
佐
地
方
事
務
所
発
各
町
村
長
宛
（
昭
和
二
六
年
一
月
二
九
日
）

遺
族
新
聞
取
扱
に
つ
い
て

標
記
遺
族
新
聞
は
県
下
遺
族
の
自
力
厚
生
指
導
並
び
に
援
護
思
想
の
普
及
及
宣
伝
事
業
の
た
め
県
が
広
島
県
遺
族
厚
生
連
盟
に
対
し
委
託
し

て
い
る
事
業
の
一
つ
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
配
布
に
つ
い
て
は
貴
町
村
の
御
手
数
を
煩
わ
し
て
感
謝
に
堪
え
な

い
次
第
で
あ
り
ま
す
が
、
一
部
に
は
そ
の
新
聞
を
遺
族
に
配
布
す
る
こ
と
な
く
滞
留
し
て
い
る
向
が
あ
り
ま
す
の
で
、
将
来
こ
れ
が
配
布
に

当
っ
て
は
遺
族
会
長
宛
必
ず
渡
す
よ
う
御
配
意
願
い
た
い
。
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つ
ま
り
遺
族
新
聞
は
、
実
質
的
に
は
町
村
役
場
を
介
し
て
配
布
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
も
行
政
と
遺
族
会
の
協
働

44 

法学研究83巻10号（2010:10) 

関
係
が
確
認
で
き
よ
う
。

県
遺
族
厚
生
連
盟
の
活
動
の
第
二
の
柱
は
販
売
事
業
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
靖
国
暦
、
遺
族
石
鹸
、
遺
族
の
家
門
標
、
バ
ッ
ジ

（必）

を
遺
族
に
販
売
し
て
、
そ
の
収
益
を
県
遺
族
厚
生
連
盟
の
活
動
資
金
に
充
当
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
販
売
事
業
も
、
物
品
の
販
売
と

い
う
形
を
借
り
る
こ
と
に
よ
り
、
遺
族
会
が
行
政
に
代
わ
っ
て
遺
族
援
護
の
た
め
の
資
金
を
徴
収
し
て
い
た
と
見
れ
ば
、
遺
族
会
に

よ
る
行
政
の
補
完
活
動
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
安
佐
郡
で
は
門
標
、
バ
ッ
ジ
を
町
村
で
遺
族
分
買
い
取
っ
た
よ
う
で

（灯）

あ
る
。
遺
族
会
の
活
動
資
金
は
、
実
質
的
に
町
村
に
よ
っ
て
も
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
遺
族
会
の
活
動
と
し
て
県
の
委
託
事
業
、
販
売
事
業
を
見
て
き
た
が
、
町
村
遺
族
会
の
慰
霊
活
動
も
一
貫
し
て
行
わ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
県
遺
族
厚
生
連
盟
が
出
来
た
こ
と
に
よ
り
、
町
村
遺
族
会
は
そ
れ
ま
で
の
慰
霊
活
動
だ
け
で
な
く
、
県
と
連
携
し

た
行
政
補
完
的
な
活
動
も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四

講
和
交
渉
の
進
展
の
中
で

昭
和
二
六
年
一
月

1
二
六
年
九
月

（一）

時
代
状
況

昭
和
二
六
年
が
明
け
る
と
、
講
和
の
実
現
が
急
速
に
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
、
こ
れ
ま
で
遺
族
援
護
に
関
す
る
積

極
的
発
言
を
控
え
て
き
た
政
府
関
係
者
に
も
変
化
が
生
じ
る
。
例
え
ば
、
三
月
八
日
吉
田
首
相
は
、
連
合
軍
の
軍
人
遺
家
族
援
護
に

対
す
る
気
持
ち
も
だ
い
ぶ
緩
和
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
即
座
に
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
出
来
る
だ
け
の
保
護
を
加

（必）

え
た
い
と
思
う
、
と
国
会
で
答
弁
し
、
四
月
二

O
日
池
田
勇
人
蔵
相
も
、
秋
の
補
正
予
算
で
遺
家
族
、
傷
痩
軍
人
に
関
す
る
諸
経
費

（却）

を
組
み
た
い
、
と
談
話
を
発
表
し
て
い
る
。



こ
う
し
て
遺
族
援
護
再
開
へ
の
期
待
が
膨
ら
む
中
で
、
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
の
政
治
過
程
に
対
す
る
働
き
か
け
が
活
発
化
し
て
き

た
。
同
連
盟
の
機
関
誌
を
見
る
と
、
そ
れ
ま
で
も
ロ
ビ
イ
ン
グ
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
理
事
が
理
事
会
終
了
後
に

政
府
や
国
会
、
総
司
令
部
に
手
分
け
し
て
陳
情
し
た
り
、
各
府
県
の
遺
族
会
か
ら
衆
参
両
院
に
請
願
書
を
提
出
し
た
り
す
る
素
朴
な

（印）

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
昭
和
二
六
年
か
ら
、
組
織
規
模
を
生
か
し
た
運
動
が
加
わ
っ
て
く
る
。
そ
の
典
型
が
全
国
の
遺
族
を
動
員

し
た
大
会
開
催
で
あ
る
。
同
年
二
月
に
第
一
回
全
国
遺
族
代
表
者
大
会
が
三
千
人
の
参
加
者
を
も
っ
て
開
催
さ
れ
、
こ
こ
に
は
黒
川

（日）

武
雄
厚
相
を
は
じ
め
各
党
議
員
が
多
数
出
席
し
て
い
る
。
徳
永
は
こ
の
大
会
の
前
、
三
千
人
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
言
い
換
え

（回）

れ
ば
「
三
千
人
を
動
員
す
る
だ
け
の
費
用
を
、
各
支
部
が
負
担
で
き
る
か
」
心
配
し
た
と
い
う
が
、
大
会
に
は
予
定
の
人
員
が
集
ま

っ
た
。
同
連
盟
の
地
方
組
織
が
急
速
に
強
固
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
示
す
出
来
事
で
あ
る
。

昭和二0年代における利益団体形成過程の一考察

（ニ）

広
島
県
の
遺
族
会

こ
の
時
期
、
県
遺
族
厚
生
連
盟
は
組
織
と
し
て
基
盤
を
固
め
た
。
任
意
団
体
で
あ
っ
た
同
連
盟
は
財
団
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
と
も
な
い
同
連
盟
で
は
、
①
事
務
所
建
設
費
用
（
五
O
万
円
）
、
②
財
団
法
人
と
し
て
の
基
本
財
産
の
造
営
（
五

（臼）

O
万
円
）
、
③
県
合
同
慰
霊
祭
の
執
行
費
用
（
五

O
万
円
）
、
計
一
五

O
万
円
の
資
金
の
募
集
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
資
金
は
ど
の
よ

う
に
集
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
安
佐
地
方
事
務
所
が
各
町
村
長
宛
に
発
送
し
た
文
書
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

安
佐
地
方
事
務
所
発
各
町
村
長
宛
（
昭
和
二
六
年
七
月
七
日
）

遺
族
援
護
に
つ
い
て
（
通
知
）

（
前
略
｜
引
用
者
）
本
県
に
お
き
ま
し
て
は
一
昨
年
八
月
三
十
一
日
広
島
県
遺
族
厚
生
連
盟
が
発
足
し
て
近
く
二
ヶ
年
を
迎
へ
ん
と
し
て
居

り
ま
す
。
こ
の
間
援
護
事
業
と
し
て
県
の
委
託
を
受
け
生
活
実
態
調
査
生
活
相
談
所
設
置
援
護
思
想
普
及
宣
伝
等
一
応
基
礎
的
援
護
を
実
施
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し
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
回
連
盟
は
そ
の
基
礎
を
拡
大
し
て
購
買
事
業
及
遺
族
会
館
設
置
（
家
庭
相
談
職
業
斡
旋
）
等
を
実
施
し
て

遺
族
の
生
活
安
定
を
図
る
目
的
で
去
る
六
月
二
十
五
日
理
事
会
（
各
郡
・
市
支
部
長
）
を
招
集
し
て
、
右
事
業
資
金
の
捻
出
方
法
に
つ
き
討

議
が
な
さ
れ
た
結
果
、
「
各
地
元
の
協
力
を
得
る
」
旨
、
決
議
さ
れ
た
の
で
既
に
貴
管
下
遺
族
会
長
よ
り
の
連
絡
に
て
御
承
知
の
地
域
も
あ

る
こ
と
、
考
え
ま
す
が
、
右
決
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
件
に
つ
き
遺
族
援
護
の
趣
旨
御
洞
察
の
上
、
格
別
の
配
慮
方
願
い
ま
す
。

追
而
遺
族
会
未
結
成
の
町
村
に
於
か
れ
ま
し
て
は
早
急
に
結
成
す
る
様
遺
族
を
し
て
懲
通
せ
し
め
ら
れ
ま
す
様
願
い
ま
す

46 

つ
ま
り
地
方
事
務
所
は
「
地
元
」
す
な
わ
ち
市
町
村
に
負
担
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
負
担
額
は
ま
ず
戦
没
者
数
を
基
に
各
郡
の
負

（同）

担
金
を
定
め
、
郡
で
も
同
様
に
戦
没
者
数
を
基
に
町
村
の
負
担
金
額
を
算
出
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
県
も
事
務
所
の
購
入
に
あ
た

（日）

つ
て
は
、
相
当
の
資
金
提
供
を
し
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
広
島
県
遺
族
厚
生
連
盟
は
地
方
自
治
体
の
全
面
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
下
、
組
織
の
基
盤
を
固
め
た
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
で
は
地
方
自
治
体
が
こ
れ
ほ
ど
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
う
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
に
、
そ
も
そ
も
戦
前
・
戦
中
期
の
日
本
に
お
い
て
、
遺
族
援
護
に
限
ら
ず
社
会
事
業
は
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
行
う
伝
統
が

（国）

あ
っ
た
。
遺
族
援
護
に
つ
い
て
い
え
ば
、
県
や
市
町
村
が
軍
人
援
護
会
県
支
部
や
銃
後
奉
公
会
に
補
助
金
を
つ
け
、
援
護
活
動
を
側

面
的
に
支
援
し
て
き
た
。
占
領
と
い
う
特
殊
な
状
況
が
終
わ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
、
遺
族
の
絶
対
数
の
多
さ
か
ら
考
え
て

も
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
遺
族
援
護
を
行
う
こ
と
に
、
そ
れ
ほ
ど
疑
問
は
生
じ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第
二
に
、
講
和
後
の
国
政
レ
ベ
ル
の
援
護
再
開
を
に
ら
み
、
県
と
し
て
は
そ
の
手
足
と
な
る
団
体
と
し
て
遺
族
会
の
重
要
性
が
増

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
遺
族
に
金
銭
的
な
給
付
が
な
さ
れ
る
場
合
、
遺
族
の
人
数
の
把
握
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
法
的
な
受
給

者
を
確
定
す
る
た
め
の
実
態
調
査
が
必
要
に
な
る
。
こ
う
し
た
行
政
の
要
請
は
次
の
文
書
に
現
れ
て
い
る
。



山
県
郡
遺
族
連
盟
会
長
山
口
良
顕
発
各
町
村
遺
族
会
長
各
町
村
長
宛
（
昭
和
二
六
年
五
月
二
五
日
）

戦
争
遺
家
族
実
態
調
査
に
つ
い
て

右
の
こ
と
に
つ
い
て
は
今
般
県
よ
り
本
連
盟
に
対
し
、
先
般
国
会
に
お
い
て
正
式
に
遺
族
援
護
対
策
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
、
国
会
の
空
気
も

か
よ
う
に
醸
成
さ
れ
て
来
た
の
で
政
府
と
し
て
も
遺
族
に
つ
き
何
等
か
の
対
策
を
指
示
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
、
何
時
で
も
こ
れ
に

応
じ
ら
れ
る
や
う
実
態
調
査
、
結
果
等
資
料
と
し
て
至
急
整
備
の
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
御
繁
忙
中
恐
縮
と
は
存
じ
ま
す
が
、
別
紙
調
査

票
に
よ
り
来
る
六
月
五
日
ま
で
に
必
ず
提
出
下
さ
る
よ
う
特
別
の
御
協
力
を
御
願
い
致
し
ま
す

昭和二0年代における利益団体形成過程の一考察

第
三
に
「
遺
族
票
」
が
気
に
な
り
始
め
た
、
知
事
や
県
議
た
ち
の
意
向
が
無
関
係
と
は
考
え
に
く
い
。
実
際
、
昭
和
二
六
年
末
の

県
議
会
の
審
議
で
も
、
あ
る
県
議
が
民
生
部
長
に
、
「
わ
れ
わ
れ
県
会
議
員
へ
も
相
当
（
遺
家
族
か
ら
の
｜
引
用
者
注
）
陳
情
が
あ
っ

た
」
と
思
う
が
、
県
の
遺
家
族
援
護
に
対
す
る
取
り
組
み
は
消
極
的
で
あ
る
、
「
遺
家
族
の
方
々
は
首
を
長
く
し
て
待
っ
て
お
ら
れ

（訂）

る
」
と
し
て
、
県
の
姿
勢
を
問
い
正
す
場
面
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
遺
族
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
で
、
遺
族
会
へ
の
支
援
が
次

第
に
手
厚
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
講
和
を
目
前
に
控
え
て
広
島
の
遺
族
会
は
、
行
政
の
支
援
を
背
景
に
基
盤
を
拡
充
し
た
。
た
だ
し
、
東
京
で
決

ま
っ
た
全
国
的
な
動
員
に
関
連
す
る
文
書
は
、
ほ
と
ん
ど
簿
冊
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
動
き
は
、
講
和
条
約
締
結
後
に

本
格
化
し
た
よ
う
で
あ
る
。

47 



法学研究83巻10号（2010:10) 

五

講
和
条
約
締
結
直
後
の
遺
族
運
動
の
「
沸
騰
」
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昭
和
二
六
年
一

O
月

1
二
七
年
四
月

（一）

時
代
状
況

昭
和
二
六
年
九
月
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
が
締
結
さ
れ
る
と
、
遺
族
に
対
す
る
援
護
は
急
速
に
進
ん
だ
。
ま
ず
一

O
月
五

（団）

日
政
府
は
補
正
予
算
と
し
て
、
遺
族
援
護
の
た
め
の
遺
族
実
態
調
査
費
一
億
円
を
計
上
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
翌
年
一
月
一
六
日
に

（回）

は
「
遺
家
族
等
援
護
費
」
と
し
て
二
コ
二
億
円
を
あ
て
る
こ
と
を
閣
議
決
定
す
る
。

こ
う
し
て
国
レ
ベ
ル
の
対
策
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
む
中
、
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
の
活
動
も
一
段
と
活
発
化
し
た
。
第
一
回
遺
族
大
会

か
ら
九
カ
月
後
の
昭
和
二
六
年
一
一
月
二
一
一
一
日
、
二
回
目
の
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
、
わ
ず
か
二
週
間
前
の
理
事
会
で

急
逮
開
催
が
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
昭
和
二
七
年
度
予
算
編
成
前
に
「
大
き
な
ク
サ
ピ
を
打
っ
て
お
く
」
た
め
だ

（伺）

っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
翌
年
一
月
政
府
予
算
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
る
と
、
遺
家
族
援
護
費
の
少
な
さ
に
憤
激
し
た
同
連
盟
は
、
一
月

二
O
日
に
再
び
遺
族
を
動
員
し
て
第
三
回
遺
族
大
会
を
開
い
た
。
徳
永
に
よ
れ
ば
、
こ
の
大
会
の
空
気
は
「
殺
気
に
も
似
た
」
も
の

で
あ
り
、
「
七
年
間
の
忍
従
と
苦
闘
、
そ
し
て
政
府
案
に
対
す
る
憤
激
が
、
大
会
場
と
い
う
ル
ツ
ボ
の
な
か
で
、
混
合
し
、
沸
騰
し

（臼）

た
」
と
い
う
。

（位）

そ
の
後
政
府
は
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
案
（
以
下
、
援
護
法
と
略
）
を
提
出
、
何
度
か
の
修
正
を
経
て
二
七
年
四
月
同

法
案
は
成
立
し
た
。
終
戦
か
ら
七
年
に
し
て
、
遺
族
へ
の
年
金
が
援
護
法
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（ニ）

広
島
県
の
遺
族
会

右
に
述
べ
た
よ
う
な
東
京
の
熱
気
は
広
島
に
も
及
ん
だ
。
東
京
と
結
び
つ
き
な
が
ら
広
島
の
遺
族
会
も
政
治
的
な
活
動
を
見
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。



時
期
は
講
和
直
前
に
な
る
が
、
簿
冊
に
残
さ
れ
た
最
初
の
政
治
的
な
運
動
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

昭和二0年代における利益団体形成過程の一考察

安
佐
郡
連
合
遺
族
会
長
梶
山
正
夫
発
各
町
村
遺
族
会
長
宛
（
昭
和
二
六
年
八
月
二
七
日
）

遺
族
補
償
に
関
す
る
陳
情
に
つ
き
了
解
方
紹
介
の
件

（
前
略
）
首
題
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
第
十
国
会
の
衆
参
両
院
に
於
て
再
決
議
さ
れ
、
政
府
に
於
て
も
真
剣
に
考
慮
中
で
来
る
べ
き
臨
時
国

会
及
び
次
期
通
常
国
会
に
か
け
て
愈
々
具
体
的
に
措
置
さ
れ
る
情
勢
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
間
全
国
遺
族
会
は
気
勢
を
弛
め
ず
陳
情
を
繰
返

し
、
熱
望
を
強
調
す
べ
き
で
あ
り
今
般
全
国
遺
族
会
本
部
、
県
遺
族
会
本
部
と
次
々
に
連
絡
し
て
、
当
支
部
に
通
知
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

葱
に
予
め
皆
様
の
御
了
解
を
得
て
お
き
た
い
の
で
す
。
そ
れ
は
今
回
は
町
村
で
動
か
な
い
で
専
ら
県
本
部
で
統
一
的
に
連
続
陳
情
を
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、
皆
様
の
御
姓
名
を
か
り
、
本
日
か
ら
一

O
月
三
日
迄
六
十
日
間
次
々
と
波
状
的
に
毎
日
請
願
さ
れ
る
の
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
陳
情
は
陳
情
付
端
書
で
（
左
記
の
通
り
）
六
部
宛
出
さ
れ
る
の
で
そ
の
点
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
御
了
解
を
得
て
お
く
次
第
で
あ
り

ま
す
。
（
後
略
）

右
の
文
章
か
ら
は
、
県
遺
族
厚
生
連
盟
が
全
国
の
遺
族
会
と
連
動
し
て
、
各
町
村
の
遺
族
会
長
の
名
前
を
借
り
て
葉
書
陳
情
を
行

っ
た
様
子
が
窺
え
る
が
、
実
際
同
年
七
月
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
理
事
会
は
、
首
相
厚
相
な
ど
六
名
の
政
府
関
係
者
に
対
す
る
全
国
的

（邸）

な
葉
書
陳
情
の
方
針
を
決
定
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
県
遺
族
厚
生
連
盟
は
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
と
町
村
遺
族
会
の
聞
に
立
ち
、
県
内

遺
族
の
動
員
の
中
核
的
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
県
内
の
遺
族
を
動
員
し
た
陳
情
活
動
は
、
昭
和

（倒）

二
六
年
の
十
二
月
、
二
七
年
の
四
月
に
も
行
わ
れ
た
こ
と
が
簿
冊
か
ら
確
認
で
き
る
。
同
種
の
問
題
な
の
で
詳
し
く
は
述
べ
な
い
が
、

陳
情
の
内
容
は
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
理
事
会
の
決
定
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
広
島
の
遺
族
会
が
東
京
と
一
体
と
な
っ
て
陳
情
活
動

を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
東
京
で
行
わ
れ
る
遺
族
大
会
へ
の
参
加
も
、
こ
の
時
期
か
ら
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
東
京
で
は
一
一
月
に

49 



第
二
回
遺
族
大
会
の
開
催
が
急
速
決
定
さ
れ
た
が
、
次
の
文
書
に
は
慌
た
だ
し
く
上
京
す
る
郡
遺
族
連
合
会
長
の
姿
が
現
れ
て
い
る
。
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安
芸
郡
遺
族
連
合
会
長
頼
津
忠
雄
発
瀬
野
町
長
瀬
野
町
遺
族
会
長
宛
（
昭
和
二
六
年
一
一
月
一
八
日
）

（
標
題
な
し
）

（
前
略
）
来
る
本
月
二
十
二
日
全
国
遺
族
代
表
者
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
つ
き
、
御
協
議
申
上
べ
き
で
あ
り
ま
す
が
時
日
も
な
く
、
ま
た

農
繁
期
で
も
あ
り
ま
す
の
で
後
日
総
会
及
陳
情
の
経
過
等
も
御
報
告
申
上
げ
る
事
と
し
て
一
度
御
承
認
を
願
ひ
ま
す
（
後
略
）

ち
な
み
に
、
遺
族
を
動
員
し
て
遺
族
補
償
を
訴
え
る
大
会
は
、
県
内
で
も
こ
の
時
期
か
ら
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
広
島
で

初
め
て
の
遺
族
大
会
は
昭
和
二
六
年
一

O
月
に
行
わ
れ
た
。
午
前
は
「
広
島
県
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭
」
と
し
て
慰
霊
行
事
が
行
わ
れ

県
内
の
遺
族
が
一
万
五
千
名
参
集
し
、
知
事
や
県
議
会
副
議
長
も
参
列
し
た
。
午
後
か
ら
は
そ
の
ま
ま
県
遺
族
大
会
と
な
り
、
遺
族

（邸）

年
金
、
弔
慰
金
の
支
給
な
ど
「
遺
族
援
護
強
化
十
項
目
」
を
決
議
し
て
い
る
。
翌
年
一
月
に
は
「
遺
族
躍
起
大
会
」
と
名
付
け
ら
れ

た
大
会
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
大
会
で
も
地
元
出
身
代
議
士
が
参
列
す
る
中
で
「
戦
争
犠
牲
者
の
遺
族
に
公
正
な
補
償
が
な
さ
れ
る
べ

（槌）

き
で
あ
る
」
と
い
っ
た
宣
言
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
頃
強
ま
っ
た
東
京
と
の
結
び
つ
き
は
政
治
的
な
も
の
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
資
金
的
に
も
強
く
結
び
つ

く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
昭
和
二
六
年
後
半
に
問
題
と
な
っ
た
旧
軍
人
会
館
買
い
取
り
問
題
に
現
れ
て
い
る
。

旧
軍
人
会
館
と
は
戦
前
、
在
郷
軍
人
会
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
敗
戦
後
は
占
領
軍
が
接
収
し
、
や
が
て
日
本
政
府
に
返

還
さ
れ
た
。
昭
和
二
六
年
こ
れ
が
民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ
る
際
、
売
価
は
当
初
四
億
円
、
最
終
的
に
は
二
億
七
千
万
円
と
さ
れ
た
と

（肝）
い
う
。
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
理
事
会
で
は
、
こ
の
買
い
取
り
に
出
願
す
る
こ
と
を
決
定
、
資
金
は
「
各
支
部
に
協
力
し
て
も
ら
う
こ

（伺）

と
に
」
な
っ
た
。
広
島
県
の
遺
族
会
で
も
こ
の
買
い
取
り
資
金
を
ど
う
捻
出
す
る
か
が
議
論
さ
れ
た
よ
う
で
、
大
林
村
遺
族
会
の
文



書
に
は
次
の
よ
う
な
鉛
筆
書
き
の
メ
モ
が
残
さ
れ
て
い
る
。

昭和二0年代における利益団体形成過程の一考察

（
標
題
な
し
）

一
、
軍
人
会
館
（
四
階
、
五
O
O
O
人
収
容
）

遺
族
厚
生
連
盟
に
払
い
下
げ
る
四
億
五
千
万
円

遺
一
七
五
万
英
二

O
O万
（
正
会
員
一
口
一

O
O
円

町
村
に
四
月
以
降
の
年
金
を
予
想
し
一
次
立
替
へ

一
口
分
一

O
O
円
二
七
年
二
月
末
日

二
口
分
二

O
O円
二
八
年
三
月
末

一
口
分
一

O
O
円
二
九
年
三
月
末

四
日
以
上
四
O
O
円）

開
散
団
体
処
理
委
員
会

「
遺
」
と
は
遺
族
の
世
帯
数
、
「
英
」
と
は
「
英
霊
」
す
な
わ
ち
戦
没
者
数
で
あ
ろ
う
。
遺
族
か
ら
一
世
帯
あ
た
り
四
O
O円
を
徴

収
す
れ
ば
、
四
億
五
千
万
円
用
意
で
き
る
。
も
っ
と
も
遺
族
か
ら
突
然
四
O
O
円
を
集
め
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、

現
実
に
は
町
村
が
「
一
時
立
替
」
を
行
う
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
講
和
条
約
が
締
結
さ
れ
る
と
、
広
島
の
遺
族
会
は
東
京
と
連
動
し
な
が
ら
政
治
的
な
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ

た
。
広
島
の
遺
族
会
は
、
こ
の
頃
か
ら
利
益
団
体
し
て
の
性
格
を
持
ち
始
め
た
と
い
え
よ
う
。
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_J_同．
/). 

独
立
回
復
後
の
遺
族
会

52 

昭
和
二
七
年
四
月

1
二
八
年

（一）

時
代
状
況

昭
和
二
七
年
四
月
独
立
が
回
復
す
る
と
、
遺
族
援
護
に
微
妙
な
変
化
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
戦
前
へ
の
回
帰
と
い
う
べ
き
変
化
で
あ

り
、
そ
の
典
型
が
昭
和
二
八
年
の
恩
給
法
改
正
で
あ
る
。
前
年
援
護
法
が
成
立
し
て
遺
族
年
金
の
支
給
が
始
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
二
八
年
に
思
給
法
が
改
正
さ
れ
、
軍
人
遺
族
へ
の
公
務
扶
助
料
が
復
活
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
多
く
の
遺
族
は
遺
族

年
金
で
な
く
公
務
扶
助
料
の
受
給
者
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
外
に
も
昭
和
二
七
年
五
月
に
靖
国
神
社
で
行
わ
れ
た
臨
時
大
祭
に
は
政
府

を
代
表
し
て
吉
武
恵
市
厚
相
、
官
房
副
長
官
（
首
相
代
理
）
が
出
席
し
、
同
年
一

O
月
に
は
天
皇
、
皇
后
の
靖
国
参
拝
が
七
年
ぶ
り

（印）

に
行
わ
れ
た
。
二
八
年
七
月
に
は
遺
族
の
靖
国
神
社
参
拝
の
際
の
国
鉄
運
賃
割
引
制
度
も
開
始
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
戦
前
の
臨
時
大

祭
の
際
に
交
付
さ
れ
た
優
待
乗
車
券
の
戦
後
版
と
も
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
は
昭
和
二
八
年
に
解
散
し
て
、
財
団
法
人
日
本
遺
族
会
と
し
て
再
出
発
し
た
。
ま
た
同
年
八
月

（河）

に
は
「
財
団
法
人
日
本
遺
族
会
に
対
す
る
固
有
財
産
の
無
償
貸
付
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
旧
軍
人
会
館
は
日

（

n）
 

本
遺
族
会
に
無
償
で
貸
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
無
償
貸
与
の
た
め
に
動
い
た
の
は
与
党
自
由
党
の
政
治
家
だ
っ
た
と
い
う
。

保
守
政
党
と
遺
族
会
の
結
び
つ
き
が
強
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
挿
話
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
日
本
遺
族
会
は
こ
の
建
物
を
九
段
会

館
と
名
付
け
現
在
も
使
用
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
日
本
遺
族
会
の
今
日
の
姿
が
こ
の
頃
に
ほ
ぼ
形
づ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

（ニ）

広
島
県
の
遺
族
会

（
二
遺
族
会
の
活
動

独
立
回
復
後
の
広
島
県
の
遺
族
会
の
活
動
に
つ
い
て
、
ま
ず
行
政
と
連
携
し
た
活
動
か
ら
論
じ
て
い
こ
う
。



第
一
に
、
独
立
回
復
後
の
県
遺
族
厚
生
連
盟
の
主
た
る
事
業
と
し
て
、
遺
児
の
靖
国
参
拝
事
業
が
あ
る
。
こ
れ
は
県
内
の
中
学
二

年
生
の
遺
児
の
中
か
ら
七

O
O名
を
選
び
（
遺
族
数
に
比
例
し
て
市
町
村
に
参
加
人
数
を
割
り
当
て
る
）
、
遺
族
会
役
員
が
引
率
し
て
靖

国
神
社
に
参
拝
、
参
拝
後
は
日
光
や
京
都
で
の
観
光
も
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
問
題
は
そ
の
費
用
で
あ
る
が
、
遺
児
一
人
あ
た

り
コ
二

O
O円
か
か
る
と
こ
ろ
を
、
ま
ず
県
が
一
四

O
O円
を
負
担
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
そ
の
上
で
県
も
各
町
村
に
以
下
の
よ

（花）

う
な
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

昭和二0年代における利益団体形成過程の一考察

広
島
県
民
生
部
長
（
世
話
課
）
発
各
地
方
事
務
所
長
各
市
町
村
長
宛
（
昭
和
二
八
年
七
月
二
一
日
）

遺
児
靖
国
神
社
団
体
参
拝
に
つ
い
て
（
依
頼
）

広
島
県
遺
族
厚
生
連
盟
に
於
て
は
別
紙
要
綱
に
基
き
遺
児
の
靖
国
神
社
団
体
参
拝
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
県
に
お
い
て
も
そ
の
趣
旨
に
賛

同
し
一

O
O
万
円
（
一
人
当
り
約
一
四
O
O円
）
の
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
と
致
し
て
お
り
ま
す
。
各
市
町
村
に
お
か
れ
ま
し
で
も
出
費

多
端
の
折
と
は
存
じ
ま
す
が
本
計
画
が
遺
族
援
護
の
一
環
で
あ
り
又
大
き
く
は
日
本
再
建
の
一
助
と
も
な
る
こ
と
と
御
理
解
戴
き
ま
し
て
何

分
の
補
助
を
お
与
え
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
地
方
事
務
所
に
お
か
れ
て
は
、
知
上
の
趣
旨
御
諒
承
の
上
よ
ろ
し
く
御
配
意
の
程
お
願
い
し
ま
す
。

結
局
、
市
町
村
も
遺
児
一
人
あ
た
り
一
七

O
O円
の
補
助
を
つ
け
る
こ
と
に
な
り
、
遺
児
は
無
料
で
参
拝
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

戦
前
の
遺
児
の
靖
国
参
拝
に
は
軍
人
援
護
会
か
ら
旅
費
が
支
給
さ
れ
た
が
、
戦
後
は
行
政
の
後
援
を
受
け
な
が
ら
遺
族
会
が
行
う
事

業
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
県
か
ら
の
委
託
業
務
で
あ
る
遺
族
実
態
調
査
は
こ
の
時
期
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
公
務
扶
助
料
が
復
活
し
た
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
重
要
性
は
増
し
た
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
恩
給
法
の
規
定
は
複
雑
で
、
受
給
権
の
有
無
や
公
務
扶
助
料
の
額
を
算
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（泊）

定
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
は
多
い
。
遺
族
実
態
調
査
は
そ
の
情
報
収
集
の
一
環
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
簿
冊
に
は
地
方
事
務
所
が

町
村
遺
族
会
長
を
集
め
て
、
実
態
調
査
票
作
成
の
た
め
の
説
明
会
を
催
し
て
い
る
文
書
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
文
書
の
マ
ニ
ユ
ア
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ル
を
見
る
と
、
実
態
調
査
票
は
戦
没
者
一
人
に
つ
き
一
件
の
書
類
を
作
成
、
そ
こ
に
戦
没
者
の
本
籍
、
所
属
部
隊
、
死
亡
区
分
、
死

亡
場
所
な
ど
を
詳
細
に
記
述
さ
せ
る
も
の
で
、
こ
の
調
査
票
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
相
当
な
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が

推
測
で
き
る
。

第
三
に
、
生
活
相
談
も
引
き
続
き
県
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
の
相
談
の
中
心
は
公
務
扶
助
料
の

（叫）

受
給
の
手
続
に
関
す
る
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
生
活
相
談
は
遺
族
に
も
有
用
な
事
業
で
あ
る
ば
か
り
か
、
行
政
の

側
か
ら
み
て
も
事
務
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
遺
族
会
は
独
立
後
も
行
政
を
補
完
す
る
重
要
な
パ

l

（花）

ト
ナ
ー
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

次
に
政
治
的
な
活
動
に
つ
い
て
述
べ
る
。

第
一
に
、
政
治
活
動
の
中
心
は
依
然
と
し
て
陳
情
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
特
徴
と
し
て
興
味
深
い
の
は
、
昭
和
二
七
年
以
降
地
元

選
出
代
議
士
を
対
象
と
し
た
陳
情
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
昭
和
二
七
年
七
月
安
佐
郡
遺
族

（河）

連
合
会
長
が
町
村
遺
族
会
長
に
充
て
た
「
遺
族
補
償
に
関
す
る
陳
情
運
動
」
で
は
、
陳
情
の
方
法
が
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
郡
遺
族
連
合
会
長
は
町
村
遺
族
会
長
に
対
し
、
陳
情
書
へ
の
遺
族
会
員
の
署
名
捺
印
を
集
め
る
こ
と
を
求
め
た
後
、
追

記
と
し
て
「
近
々
地
元
選
挙
区
選
出
代
議
士
が
帰
郷
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
各
支
部
に
於
て
は
そ
の
行
く
先
々
き
に
於
て
そ
の
地

区
の
遺
族
会
役
員
と
共
に
陳
情
書
を
提
出
し
て
そ
の
趣
旨
を
陳
情
す
る
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
か
ら
な
る
べ
く
速
急
に
御
提
出
下

さ
い
（
波
状
的
陳
情
が
効
果
的
と
思
わ
れ
る
こ
と
付
記
し
、
地
元
代
議
士
に
対
す
る
執
揃
な
陳
情
を
要
請
し
て
い
る
。
簿
冊
を
見
る

限
り
、
こ
う
し
た
地
元
代
議
士
へ
の
直
接
的
な
陳
情
は
、
昭
和
二
七
年
春
頃
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
象
で
あ
る
。

一
方
、
地
元
国
会
議
員
の
側
も
遺
族
会
の
動
員
力
に
注
目
し
始
め
た
よ
う
で
、
瀬
野
村
遺
族
会
の
文
書
に
は
自
由
党
代
議
士
中
川



俊
思
と
の
次
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
昭
和
二
七
年
二
月
頃
、
中
川
か
ら
「
御
多
忙
中
恐
縮
乍
ら
遺
家
族
援
護

対
策
の
参
考
資
料
に
供
し
度
存
候
に
付
い
て
は
貴
町
村
遺
家
族
数
（
但
し
世
帯
数
）
を
至
急
御
一
報
被
下
度
御
願
申
上
候
」
と
の
問

い
合
わ
せ
の
葉
書
（
印
刷
）
が
瀬
野
村
遺
族
会
長
の
下
に
届
い
た
。
会
長
が
こ
れ
に
応
答
し
た
と
こ
ろ
、
二
七
年
四
月
頃
瀬
野
村
の

村
長
を
経
由
し
て
再
び
次
の
よ
う
な
手
書
き
の
葉
書
が
届
い
た
。

冠
省
毎
に
格
別
の
御
尽
力
を
賜
り
誠
に
感
謝
罷
在
候
処
、
此
度
護
国
の
英
霊
を
慰
む
る
微
志
と
し
て
靖
国
神
社
拝
殿
写
真
を
御
地
御
遺
族

に
一
世
帯
一
枚
づ
、
敬
贈
申
上
げ
る
こ
と
と
致
、
既
に
御
地
区
御
遺
族
会
長
梶
原
一
貫
殿
宛
四
三
枚
を
発
送
致
置
候
に
就
て
は
御
繁
忙
中
の

折
柄
真
に
恐
縮
の
至
り
に
存
候
得
共
、
右
配
布
に
付
遺
族
会
長
に
御
協
力
賜
り
度
、
此
段
奉
懇
願
候
。
何
れ
帰
省
の
節
は
村
に
御
挨
拶
申
上

度
と
存
候
。

昭和二0年代における利益団体形成過程の一考察

お
そ
ら
く
中
川
は
遺
族
数
を
把
握
し
た
後
、
こ
れ
を
自
身
の
支
持
基
盤
と
し
て
固
め
る
べ
く
靖
国
神
社
の
写
真
を
送
っ
た
と
思
わ

（円）

れ
る
。
そ
し
て
帰
省
の
折
に
は
村
長
に
挨
拶
し
た
後
、
遺
族
会
長
と
も
懇
談
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
遺
族
会
と
保
守
政
党
政
治
家
と

の
結
び
つ
き
は
、
独
立
回
復
前
後
か
ら
の
こ
う
し
た
や
り
と
り
の
中
で
次
第
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

政
治
活
動
の
第
二
は
選
挙
へ
の
関
与
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
選
挙
運
動
に
関
連
す
る
資
料
は
な
か
っ
た
が
、
昭
和
二
八
年
に
な
っ
て

大
林
村
の
文
書
に
初
め
て
そ
れ
が
登
場
す
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

広
島
県
遺
族
厚
生
連
盟
会
長
藤
田
直
義
発
遺
族
会
長
殿
（
昭
和
二
八
年
四
月
九
日
）

本
連
盟
推
薦
議
員
選
挙
対
策
に
つ
い
て

標
記
に
つ
い
て
は
先
般
四
月
六
日
本
連
盟
役
員
会
に
於
て
今
後
の
運
動
方
針
と
し
て
遺
族
国
家
補
償
の
完
全
実
施
を
期
す
る
た
め
に
今
回
の
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選
挙
に
は
遺
族
に
関
係
の
あ
る
候
補
者
を
推
薦
し
て
運
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
衆
議
院
及
参
議
院
地
方
区
は
諸
般
の
事
情
で
推
薦
困
難
に
つ

き
、
各
地
区
毎
に
遺
族
の
た
め
協
力
す
る
候
補
者
の
当
選
を
期
す
る
様
に
御
配
慮
を
願
う
こ
と
に
し
、
県
連
盟
と
し
て
は
参
議
院
全
国
区
の

み
遺
族
会
に
特
に
関
係
の
あ
る
左
記
候
補
者
を
推
薦
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
か
ら
、
之
を
よ
く
全
員
に
徹
底
せ
し
め
、
此
の
際
遺
族
は

一
丸
と
な
っ
て
力
を
発
揮
す
る
様
御
配
慮
御
願
い
致
し
ま
す
。

日
u

号－ロ

参
議
院
全
国
区

浅
岡
信
夫

広
島
市
出
身
県
連
盟
顧
問
元
厚
生
政
務
次
官

み
の
親
。

大
谷
藤
之
助

日
本
遺
族
厚
生
連
盟
顧
問
靖
国
神
社
事
務
総
長

重
政
康
徳
（
遺
族
）

広
島
県
深
安
郡
神
辺
町
出
身
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元
参
議
院
引
揚
対
策
委
員
長

厚
生
政
務
次
官
当
時
県
連
盟
の
結
成
に
努
力
さ
れ
た
生

島
根
県
浜
田
市
出
身

岡
山
農
地
事
務
局
長

追
信

浅
岡
信
夫
氏
は
遺
族
会
生
み
の
親
と
も
言
う
べ
き
人
で
あ
り
、
現
在
連
盟
事
務
所
を
選
挙
事
務
所
に
貸
与
し
て
い
ま
す
か
ら
、
御
了
承
の
上

御
願
い
致
し
ま
す
。

こ
こ
で
の
注
目
点
は
第
一
に
「
今
回
の
選
挙
に
は
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
こ
の
表
現
か
ら
広
島
県
の
遺
族
会
が
選
挙
に
本
格
的

（沌）

に
関
与
し
た
の
は
、
今
回
が
初
め
て
だ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
第
二
は
、
「
衆
議
院
及
参
議
院
地
方
区
は
諸
般
の
事
情
で
推
薦

困
難
」
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
陳
情
を
通
じ
て
町
村
遺
族
会
ご
と
に
関
係
の
深
い
代
議
士
や
候



補
者
が
生
ま
れ
た
結
果
、
県
遺
族
厚
生
連
盟
と
し
て
特
定
の
人
物
を
推
す
こ
と
は
困
難
と
な
り
、
各
町
村
任
せ
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
第
三
に
、
全
国
区
で
は
自
由
党
の
浅
岡
信
夫
に
対
し
、
連
盟
の
事
務
所
を
貸
与
す
る
ほ
ど
の
支
援
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
を
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
独
立
回
復
後
、
広
島
の
遺
族
会
は
選
挙
運
動
に
も
か
な
り
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ

る
（
二
）
資
金
の
流
れ
か
ら
み
る
遺
族
会
の
実
態

以
上
、
独
立
回
復
後
の
県
遺
族
会
の
活
動
を
見
て
き
た
が
、
当
時
の
遺
族
会
に
つ
い
て
は
資
金
の
流
れ
も
比
較
的
は
っ
き
り
し
て

い
る
の
で
、
こ
の
点
か
ら
も
考
察
を
加
え
て
お
き
た
い
。

昭和二0年代における利益団体形成過程の一考察

表
2
｜
1
・
表
2
1
2
は
昭
和
二
九
年
度
の
広
島
県
遺
族
会
の
理
事
会
で
配
布
さ
れ
た
予
算
書
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
参
考
情
報

に
あ
た
る
「
前
年
度
予
算
額
」
（
二
八
年
度
）
の
予
算
に
注
目
し
よ
う
。

ま
ず
「
歳
出
の
部
」
（
表
2
1
1
）
の
事
業
費
の
項
目
を
見
て
い
こ
う
。
そ
こ
を
見
る
と
、
県
と
連
携
し
た
事
業
あ
る
い
は
県
か

ら
の
委
託
事
業
へ
の
支
出
の
多
さ
が
注
目
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
遺
児
の
靖
国
参
拝
事
業
に
一

O
O万
円
を
超
え
る
予
算
が

計
上
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
こ
れ
は
県
か
ら
の
補
助
金
八

O
万
円
を
得
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
次
い
で
新
開
発
行

費
、
遺
族
相
談
費
、
実
態
調
査
費
へ
の
支
出
の
割
合
が
高
い
。
こ
れ
ら
は
県
の
委
託
事
業
で
あ
る
。

一
方
歳
入
（
表
2
1
2
）
に
目
を
転
じ
る
と
、
こ
こ
で
も
目
に
つ
く
の
は
県
へ
の
依
存
度
の
高
き
で
あ
る
。
一
八

O
万
円
の
県
か

ら
の
補
助
金
、
一
四
五
万
円
の
県
費
委
託
費
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
両
者
を
併
せ
る
と
三
二
五
万
円
で
収
入
の
約
四
三
%
が
県
か
ら

入
る
金
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
会
費
収
入
も
約
二

O
O万
円
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
計
画
で
あ
っ
て
会
費

収
入
は
安
定
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
予
算
書
か
ら
離
れ
、
会
費
の
問
題
を
詳
し
く
論
じ
て
お
こ
う
。

（乃）

そ
も
そ
も
遺
族
会
で
会
費
を
取
り
始
め
た
の
は
か
な
り
遅
い
。
大
林
村
遺
族
会
の
昭
和
二
八
年
一
月
の
文
書
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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表2ー1 昭和29年度歳入歳出予算書（歳出の部）

（単位円）

本年度 前年度
摘要

予算額 予算額

人件費 l, 002, 000 l, 146, 000 

事務費
需要費 514,000 557,000 

健康保険納
92,000 20,000 職員 5人分

付金

会議費 200,000 224,000 
役員会、評議員会の旅費、

弁当代その他雑費

遺族相談費 500,000 370,000 県委託事業

実態調査費
実態調査費 200,000 300,000 県委託事業

印刷製本費 300,000 300,000 

援護思想昂 新開発行費 （空白） 440,000 

揚費 通信運搬費 （空白） 40,000 

靖国神社参 遺族団参 75,000 75,000 引率者旅費その他雑費

拝費 遺児団参 820,000 l, 020, 000 内800,000円県補金

事業費 遺児職業補 補導費 （空白） 200,000 

導費 奨励費 （空白） 120,000 

講師お礼 （空白） 60,000 

講習会費 会場費 （空白） 20,000 

雑費 （空白） 20,000 

激励大会
会場費 （空白） 60,000 

雑費 （空白） 50,000 

連絡指導費 230,000 45,000 
本部役員会中四国ブロッ

ク会議費

遺族顕彰費 （空白） 37,000 

供物費 112, 000 200,000 
郡市支部l,000円宛町村

500円実績による

遺族大会費 200,000 800,000 内10万円県費補助

会館建設費 （空白） 10,000 

借入金返済 l, 120, 000 （空白）

公租公課負
固定資産税20,000円 会 議

担金
公租公課 50,000 70,000 代2,000円本部寄付金

25, 100円特別負担金2,900円

予備費 130,000 564,620 

計 5,450,000 7,486,620 

注） 摘要は本年度に関するもの。摘要内の記述は適宜省略している。

出所） 表2-1、2-2とも「昭和二九年度歳出歳入予算書」（佐伯地方事務所「昭和二七年～二

九年度遺族援護法関係綴」）
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円）

本年度予算額 前年度予算額 摘要

寄付金 100,000 100,000 

会費 3,050,000 2, 077, 000 61, 000人×50円

県費補助金 900,000 1, 800, 000 

県費委託費 1,000,000 1, 450, 000 

共同募金 250,000 200,000 

借入金 （空白） （空白）

事業収入 130,000 200,000 

雑収入 20,000 100,000 

繰越金 （空白） 1, 559, 620 

計 5,450,000 7,486,000 

安
佐
郡
遺
族
連
合
会
長
梶
山
正
夫
発
郡
下
町
村
遺
族
会
長
宛

一
月
四
日
）

（
昭
和
二
八
年

昭和29年度歳入歳出予算書（歳入の部）

（単位

表2-2

（
標
題
な
し
）

（
前
略

l
引
用
者
）

四
、
会
費
徴
収
の
件

従
来
は
県
下
各
町
村
と
も
会
費
は
遺
族
会
は
徴
収
し
な
か
っ
た
が
最
近
県
庁
か
ら

こ
の
際
多
少
の
会
費
は
会
員
か
ら
徴
収
す
る
や
う
話
が
県
遺
族
会
に
あ
っ
た
の
で
年

末
県
遺
族
会
に
於
て
今
後
本
県
内
各
町
村
同
額
と
し
て
左
の
通
り
会
員
よ
り
会
費
を

納
め
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

軍
人
軍
属
の
遺
族
か
ら
金
百
円
を
毎
年
納
め
る
こ
と
。
こ
の
百
円
の
内
五
拾
円
は

該
町
村
の
収
入
と
す
る
こ
と
。
残
る
五
十
円
は
郡
に
分
担
金
と
し
て
納
入
す
る
こ
と
。

郡
は
五
十
円
の
内
二
十
円
を
郡
収
入
と
し
て
参
拾
円
を
県
遺
に
納
入
す
る
こ
と
。

本
廿
七
年
度
に
限
り
一
月
末
日
迄
に
各
町
村
に
於
か
れ
て
は
一
遺
族
に
つ
き
弐
拾

円
づ
っ
の
割
合
で
郡
遺
に
納
入
下
さ
い
。
残
る
参
拾
円
づ
っ
は
三
月
末
ま
で
に
完
納

下
さ
い
。
右
は
年
金
弔
慰
金
を
受
領
の
際
出
し
て
い
た
だ
く
の
が
出
易
い
で
せ
う
。

こ
こ
か
ら
分
か
る
の
は
、
第
一
に
、
昭
和
二
八
年
ま
で
遺
族
会
は
会
費
を
徴
収
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
県
を
始

め
と
す
る
自
治
体
の
補
助
に
支
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
会
費
の
徴
収
は
県
の
指
示
で
始
ま
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ

る
。
県
と
遺
族
会
の
一
体
性
を
示
す
証
左
と
い
え
よ
う
。
第
三
に
、
会
費
徴
収
の
仕
組
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
会
費
は
町
村
遺
族
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円）

遺族数 会費総額 納入額 未納額

広島市 6,354 190.620 180.000 10.620 

呉市 4.517 135.510 80.000 55. 510 

三原市 1. 448 43,440 30.000 13.440 

尾道市 1. 572 47. 160 。 47. 160 

福山市 1. 919 57.570 20.000 37.570 

因島市 1. 224 36. 720 30.000 6. 720 

安芸郡 4.661 139.830 42.830 97.000 

佐伯郡 4.354 130.620 60.000 70,620 

安佐郡 2.568 77.040 37. 210 39.830 

山県郡 2.229 66,870 36.000 30.870 

高田郡 2.058 61. 740 30.000 31. 740 

賀茂郡 3. 756 112. 680 。 112. 680 

豊田郡 4.990 149. 700 70.000 79. 700 

御調郡 2.088 62.640 50.000 12.640 

世羅郡 1. 537 46.110 29. 010 17. 100 

沼隈郡 3. 745 112. 350 66.470 45.880 

深安郡 2,067 62. 010 45.000 17. 010 

芦品郡 2.941 88.230 30.000 58.230 

神石郡 1. 282 38.460 。 38.460 

甲奴郡 827 24. 810 10.000 14. 810 

双三郡 2.629 78.870 30,000 48.870 

比婆郡 2.558 76. 740 77.000 -260 

計 61. 324 1. 839. 720 953.520 886.200 

（単位

昭和27年度会費納入状況（昭和29年3月2日現在）表3

「昭和27年度会費納入状況」（佐伯地方事務所「昭和二七年～二九年度遺族援護法関係綴J)

会
が
遺
族
か
ら
集
め

60 

（
一
人
百

円
）
、
そ
の
半
分
の
五

O
円
を
郡

連
合
遺
族
会
に
納
入
、
郡
連
合
遺

族
会
は
県
遺
族
厚
生
連
盟
に
三

O

円
納
入
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

た。
こ
う
し
て
遺
族
会
は
会
費
を
徴

収
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
会
費

は
容
易
に
集
ま
ら
な
か
っ
た
。
簿

冊
に
も
会
費
の
納
入
を
促
す
文
書

が
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
表
3

の
よ
う
な
資
料
が
し
ば
し
ば
添
付

さ
れ
て
い
た
。
表
3
は
昭
和
二
八

年
に
回
収
し
た
昭
和
二
七
年
度
分

の
会
費
納
入
状
況
を
市
郡
別
に

覧
に
し
た
表
で
あ
る
が
、
二
九
年

三
月
現
在
で
約
九
五
万
円
、
納
入

出所）

率
は
五

O
%程
度
で
あ
っ
た
。
先

の
予
算
書
は
昭
和
二
八
年
の
会
費



収
入
を
二

O
O万
と
計
算
し
て
い
た
が
、
実
際
に
集
ま
っ
た
の
は
そ
の
半
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
こ
れ
が
二
八
・
二
九
年

（

加

）

（

創

）

度
に
な
る
と
納
入
率
は
、
一
三
%
程
度
に
ま
で
落
ち
込
む
。
こ
う
し
た
納
入
率
の
悪
さ
は
、
遺
族
の
経
済
的
な
困
窮
に
も
起
因
す
る

と
思
わ
れ
る
が
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
理
由
は
会
へ
の
帰
属
意
識
の
問
題
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
繰
り
返
し
述
べ
た
よ
う
に
、

県
遺
族
厚
生
連
盟
は
行
政
が
い
わ
ば
「
上
か
ら
」
組
織
化
を
促
し
た
側
面
が
強
く
、
遺
族
が
自
ら
団
結
し
て
組
織
化
が
進
ん
だ
と
は

（位）

言
い
難
い
。
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
会
費
を
払
う
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
る
遺
族
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

（邸）

う
し
て
会
費
収
入
は
当
時
必
ず
し
も
あ
て
に
な
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
も
遺
族
会
の
県
へ
の
依
存
度
は
相
当
高
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
資
金
の
流
れ
か
ら
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
の
は
、
県
か
ら
の
資
金
的
な
支
援
に
支
え
ら
れ
た
県
遺
族
厚
生
連
盟
の
姿
で
あ
っ

（
制
）た。

昭和二0年代における利益団体形成過程の一考察

七

お
わ
り
に

本
稿
は
広
島
県
の
遺
族
会
の
資
料
を
用
い
て
、
昭
和
二

0
年
代
に
お
け
る
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
に
つ
い
て
二
つ
の
点
を
考
察
し
て

き
た
。第

一
に
、
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
の
地
方
組
織
が
発
展
し
た
理
由
は
何
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
本
稿
が
指
摘
し
た
の
は
県
を
は
じ
め

と
す
る
地
方
自
治
体
の
援
助
で
あ
る
。
県
遺
族
厚
生
連
盟
の
立
ち
上
げ
の
際
、
県
は
遺
族
会
の
事
業
に
出
資
し
た
ば
か
り
で
な
く
、

地
方
事
務
所
を
介
し
て
町
村
遺
族
会
の
結
成
を
促
す
産
婆
役
を
果
た
し
た
。
県
遺
族
厚
生
連
盟
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
も
、
県
は
遺
族

会
へ
の
事
業
委
託
、
遺
族
会
事
務
所
建
設
の
助
成
、
遺
族
会
へ
の
補
助
金
給
付
、
遺
族
会
の
事
業
（
遺
児
靖
国
参
拝
）
へ
の
助
成
を

行
い
、
市
町
村
も
町
村
遺
族
会
へ
の
補
助
を
様
々
な
形
で
行
っ
て
い
た
。
遺
族
会
は
行
政
に
よ
っ
て
、
創
設
さ
れ
支
え
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
遺
族
会
員
の
遺
族
会
へ
の
一
体
感
、
忠
誠
心
は
当
時
必
ず
し
も
強
力
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
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第
二
に
、
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
の
中
央
と
地
方
関
係
は
、
い
つ
か
ら
ど
の
よ
う
に
深
ま
っ
た
の
か
。
初
期
占
領
政
策
期
、
広
島
と

東
京
は
全
く
結
び
つ
い
て
い
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
県
遺
族
会
さ
え
で
き
て
お
ら
ず
、
た
と
え
出
来
て
い
た
と
し
て
も
、
全
国
規
模

の
運
動
を
起
こ
す
動
機
は
薄
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
占
領
下
で
は
、
遺
族
へ
の
国
家
補
償
と
い
う
目
標
の
実
現
可
能
性
は
あ
ま
り
に
低

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
講
和
条
約
の
締
結
に
よ
っ
て
実
現
可
能
性
が
高
ま
る
と
、
そ
こ
か
ら
東
京
と
の
結
び
つ
き
は
急
速

に
深
ま
っ
た
。
講
和
直
後
に
は
遺
族
大
会
へ
の
参
加
、
全
国
的
な
陳
情
活
動
へ
の
参
加
が
見
ら
れ
、
独
立
回
復
後
に
は
、
地
元
代
議

士
と
の
関
係
も
深
ま
り
、
選
挙
運
動
に
も
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
冒
頭
の
問
題
意
識
に
戻
ろ
う
。
日
本
遺
族
会
は
な
ぜ
結
成
一

O
年
足
ら
ず
で
「
圧
力
団
体
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
急
成
長
し

た
の
か
。
巨
視
的
に
い
え
ば
、
敗
戦
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
遺
族
へ
の
補
償
の
再
開
（
お
よ
び
向
上
）
と
い
う
共
通
目
標
が
全
国
の

（部）

遺
族
を
結
び
つ
け
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
説
明
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
。
オ
ル
ソ
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
共
通
の

利
益
だ
け
で
団
体
は
自
然
に
形
成
さ
れ
な
い
。
フ
リ
l
ラ
イ
ダ

l
の
問
題
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
り
、
事
実
遺
族
会
で
も
会
費
に
関
し

て
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
大
事
な
の
が
微
視
的
な
視
点
で
あ
り
、
本
稿
は
行
政
が
地
方
レ
ベ
ル
で
遺
族
会
の
創
設
と
維
持

（町）

に
貢
献
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
マ
ク
ロ
と
ミ
ク
ロ
二
つ
の
要
因
が
重
な
り
あ
っ
て
、
急
速
な
成
長
が
可
能
に
な
っ
た
と

い
え
よ
う
。

（1
）
村
松
岐
夫
他
『
戦
後
日
本
の
圧
力
団
体
』
（
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
六
一
年
）
、
第
二
章
「
団
体
の
形
成
」
（
辻
中
豊
執
筆
）
。

（2
）
例
え
ば
、
「
選
挙
に
踊
る
圧
力
団
体
」
（
『
毎
日
新
聞
』
、
昭
和
三
三
年
五
月
一
八
日
）
と
い
っ
た
特
集
。
も
っ
と
も
大
獄
秀
夫
に
よ
れ

ば
、
実
際
に
利
益
団
体
が
運
動
を
活
発
化
さ
せ
た
の
は
、
占
領
と
い
う
重
石
が
外
れ
た
講
和
条
約
締
結
前
後
で
あ
っ
た
と
い
う
（
大
獄
秀

夫
『
高
度
経
済
成
長
期
の
政
治
学
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
、
二
五
頁
）
。
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（3
）
一
例
を
挙
げ
る
と
、
『
週
刊
朝
日
』
（
昭
和
三
三
年
二
月
二
日
号
）
は
、
扉
の
ペ

l
ジ
を
靖
国
神
社
に
座
り
込
む
遺
族
会
の
人
々
の
写

真
を
配
置
し
た
上
で
、
「
軍
人
恩
給
罷
り
通
る
」
と
い
う
九
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
特
集
を
組
み
、
日
本
遺
族
会
の
活
動
を
批
判
的
に
取
り
上

げ
て
い
る
。

（4
）
県
遺
族
会
の
下
部
組
織
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
県
遺
族
会
は
各
郡
連
合
遺
族
会
と
市
遺
族
会
の
連
合
体
で
あ
る
。
さ
ら
に
郡
連
合
遺

族
会
は
町
村
単
位
の
遺
族
会
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
町
村
遺
族
会
は
「
単
位
遺
族
会
」
と
も
呼
ば
れ
、
遺
族
会
員
の
日
常
の
活
動
は
町

村
遺
族
会
を
単
位
と
し
て
行
わ
れ
る
。

（5
）
本
稿
が
一
次
資
料
と
し
て
利
用
す
る
の
は
、
広
島
市
公
文
書
館
所
蔵
資
料
と
し
て
、
大
林
村
「
遺
族
会
一
件
」
（
『
旧
大
林
村
役
場
文

書
』
）
、
瀬
野
村
「
遺
族
会
関
係
文
書
綴
」
（
『
旧
瀬
野
村
役
場
文
書
』
）
、
広
島
県
立
文
書
館
所
蔵
資
料
と
し
て
、
「
美
和
村
遺
族
会
関
係
綴
」

（
「
芸
北
町
役
場
文
書
」
）
、
佐
伯
地
方
事
務
所
「
昭
和
二
七
年
1
二
九
年
度
遺
族
援
護
法
関
係
綴
」
（
『
佐
伯
地
方
事
務
所
文
書
』
）
の
四
つ

の
簿
冊
で
あ
る
。

（6
）
石
田
雄
「
農
業
協
同
組
合
の
組
織
論
的
考
察
」
（
『
社
会
科
学
研
究
』
、
一
九
五
九
年
七
月
）
。

（7
）
田
口
富
久
治
、
十
枝
内
良
憲
「
圧
力
団
体
と
し
て
の
医
師
会
」
（
『
中
央
公
論
』
、
一
九
五
九
年
四
月
）
。
こ
の
他
、
戦
後
補
償
を
求
め

る
と
い
う
意
味
で
、
遺
族
会
と
似
た
性
格
も
持
つ
引
揚
者
団
体
の
事
例
研
究
も
あ
る
が
（
』
。
『
ロ
の
お
釘

Z
S
わ
m
g同】F
O
E
－
量
わ
。
田
宮
ロ
・

ω色
o
Z
2同
8
a
E
g
J
E
叶・』・同
M
O
B
E
（
包
・
）
～
ミ

ε
S
E
a
h
s
n
sな
達
、
。

sミ
LEEa
（わ。

B
巴－

gzoa－q
p
g
ω
w

H
U
J
ミ
）
、
同
論
文
も
引
揚
者
団
体
の
政
治
過
程
へ
の
働
き
か
け
の
分
析
が
中
心
で
、
団
体
の
形
成
過
程
は
考
察
さ
れ
て
い
な
い
。

（8
）
前
述
し
た
辻
中
の
研
究
が
例
外
的
な
も
の
で
あ
る
。

（9
）
北
河
賢
三
『
戦
後
の
出
発
｜
文
化
運
動
・
青
年
団
・
戦
争
未
亡
人

i
』
（
青
木
書
店
、
二

0
0
0年
）
。
同
書
は
全
国
各
地
の
遺
族
会

史
を
網
羅
的
に
調
査
し
た
労
作
で
あ
る
。

（
叩
）
田
中
伸
尚
他
「
遺
族
と
戦
後
』
（
岩
波
新
書
、
一
九
九
五
年
）
。
同
書
の
問
題
関
心
は
、
「
戦
争
の
防
止
」
「
世
界
平
和
の
確
立
」
「
全

人
類
の
福
祉
に
貢
献
」
を
謡
っ
て
い
た
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
が
、
な
ぜ
そ
れ
を
放
棄
し
「
英
霊
顕
彰
」
を
目
的
と
す
る
日
本
遺
族
会
に
変

わ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
な
お
、
五
五
年
体
制
下
の
日
本
遺
族
会
の
組
織
と
選
挙
を
分
析
し
た
研
究
と
し
て
、
拙
稿
「
参
議
院
全

国
区
選
挙
と
利
益
団
体
｜
日
本
遺
族
会
の
事
例
分
析
｜
」
（
『
選
挙
研
究
』
、
二

O
O九
年
二
一
月
）
が
あ
る
。

（
日
）
今
井
勇
「
戦
没
者
遺
族
運
動
の
形
成
と
戦
後
国
家
へ
の
再
統
合

i
戦
争
犠
牲
者
遺
族
同
盟
分
裂
を
め
ぐ
っ
て
｜
」
（
『
年
報
・
日
本
史
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叢
』
、
二

O
O
二
年
）
、
同
「
戦
後
国
家
と
の
関
係
確
立
を
求
め
た
戦
没
者
遺
族
運
動
l
占
領
下
の
展
開
と
「
愛
国
心
」
問
題
l
」
（
『
年

報
・
日
本
史
叢
』
、
二

O
O
三
年
）
。
前
者
は
戦
争
未
亡
人
の
動
向
を
追
っ
た
も
の
で
、
後
者
は
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
の
動
向
に
言
及
さ
れ

て
い
る
が
、
理
念
の
問
題
が
主
た
る
考
察
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

（
ロ
）
木
村
卓
滋
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
の
制
定
と
軍
人
思
給
の
復
活
｜
旧
軍
人
関
連
団
体
へ
の
影
響
を
中
心
に
｜
」
（
「
人
民

の
歴
史
学
』
、
二
二
四
号
、
一
九
九
七
年
）
で
は
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
の
制
定
過
程
、
お
よ
び
恩
給
法
改
正
過
程
に
お
け

る
遺
族
会
の
反
応
に
言
及
が
さ
れ
て
い
る
。

（
日
）
戦
時
中
の
軍
人
援
護
体
制
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
青
木
大
吾
『
軍
事
援
護
の
理
論
と
実
際
』
（
南
郊
社
、
昭
和
一
五
年
）
に
よ
る
。

（
凶
）
全
国
七
O
七
O
の
銃
後
奉
公
会
の
収
入
を
調
査
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
昭
和
一
四
年
度
こ
れ
ら
の
団
体
の
総
収
入
は
二

O
六
八
万
円
、

そ
の
う
ち
会
費
収
入
は
七
二
五
万
円
で
あ
っ
た
。
県
、
市
町
村
、
そ
の
他
か
ら
の
補
助
金
は
合
わ
せ
て
四
九
四
万
円
、
寄
付
金
収
入
は
三

七
O
万
円
で
あ
っ
た
（
同
右
、
一
四
一
頁
）
。

（
日
）
厚
生
省
援
護
局
編
『
引
揚
げ
と
援
護
三
十
年
の
あ
ゆ
み
」
（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
昭
和
五
三
年
）
、
二
三
六
頁
。

（
日
）
三
原
則
の
内
容
お
よ
び
そ
れ
が
も
た
ら
し
た
意
味
に
つ
い
て
は
、
『
厚
生
省
五
十
年
史
・
記
述
篇
』
（
厚
生
問
題
研
究
会
、
一
九
八
八

年
）
、
北
場
勉
『
戦
後
「
措
置
制
度
」
の
成
立
と
変
容
』
（
法
律
文
化
社
、
二

O
O
五
年
）
、
八
四
1
九
四
頁
を
参
照
し
た
。

（
口
）
北
場
に
よ
る
と
、
当
初
は
一
定
の
条
件
下
で
例
外
が
認
め
ら
れ
た
が
、
新
憲
法
（
憲
法
八
九
条
「
公
金
そ
の
他
の
公
の
財
産
は
（
中

略
）
公
の
支
配
に
属
さ
な
い
慈
善
、
教
育
若
し
く
は
博
愛
の
事
業
に
対
し
、
こ
れ
を
支
出
し
、
又
は
そ
の
利
用
に
供
し
て
は
な
ら
な
い
」
）

の
制
定
と
と
も
に
全
く
禁
止
さ
れ
た
と
い
う
（
前
掲
、
北
場
「
戦
後
「
措
置
制
度
」
の
成
立
と
変
容
』
、
九
五
頁
）
。

（
時
）
賀
屋
興
宣
編
『
日
本
遺
族
会
十
五
年
史
』
（
日
本
遺
族
会
事
務
局
、
昭
和
三
七
年
）
、
二
ニ
頁
1
一
四
頁
。

（
叩
）
前
掲
、
北
河
『
戦
後
の
出
発
』
の
三
章
「
遺
族
運
動
と
戦
争
未
亡
人
」
。

（
初
）
前
掲
、
北
河
『
戦
後
の
出
発
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
第
二
回
目
の
大
会
で
ア
ジ
的
挨
拶
が
あ
っ
た
た
め
、
遺
族
代
表
の
中
か
ら
「
遺
族

会
は
左
傾
化
し
て
は
な
ら
な
い
」
「
戦
没
者
の
死
を
意
義
あ
ら
し
め
、
英
霊
が
国
家
に
よ
っ
て
顕
彰
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
っ

た
声
が
出
て
、
露
天
会
議
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
（
一
五
一
頁
）
。
こ
の
大
会
に
出
席
し
た
藤
田
美
栄
（
日
本
遺
族
会
元
婦
人
部
長
）
も
、

「
共
産
党
の
婦
人
代
議
士
達
が
出
席
し
て
意
見
が
違
う
の
で
物
別
れ
と
な
り
ま
し
た
」
と
回
想
し
て
い
る
（
藤
田
美
栄
『
遺
族
と
と
も
に

五
十
三
年
』
〈
青
森
県
遺
族
連
合
会
、
平
成
十
四
年
〉
）
。

64 



昭和二0年代における利益団体形成過程の一考察

（
幻
）
「
あ
れ
か
ら
十
年
①
」
（
『
日
本
遺
族
通
信
』
、
昭
和
コ
三
年
七
月
コ
二
日
）
。

（
辺
）
岩
手
県
遺
族
連
合
会
『
遺
族
会
会
報
』
、
昭
和
二
三
年
九
月
二
五
日
（
メ
リ
l
ラ
ン
ド
大
学
蔵
、
複
製
・
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資

料
室
蔵
「
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
』
）
。

（
お
）
「
あ
れ
か
ら
十
年
③
」
（
「
日
本
遺
族
通
信
』
、
昭
和
三
二
年
九
月
三

O
日）。

（M
）
前
掲
、
『
日
本
遺
族
会
十
五
年
史
』
、
二
二
頁
。

（
お
）
「
あ
れ
か
ら
十
年
⑥
」
（
『
日
本
遺
族
通
信
』
、
昭
和
三
三
年
七
月
三

O
日）。

（
お
）
『
同
胞
援
護
会
会
史
」
（
同
胞
援
護
会
会
史
編
纂
委
員
会
、
昭
和
三
五
年
）
、
一

O
五
頁
。

（
幻
）
創
設
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
女
性
は
参
議
院
で
証
言
し
、
自
分
た
ち
は
全
面
的
に
会
の
た
め
に
働
き
、
外
で
職
業
を
持
つ
暇
も

な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
「
経
費
が
続
か
な
く
な
り
、
自
分
達
の
子
供
を
抱
え
て
お
る
生
活
が
成
立
た
な
く
な
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
解

散
い
た
し
ま
し
た
」
と
率
直
に
述
べ
て
い
る
（
「
第
五
回
国
会
参
議
院
厚
生
委
員
会
会
議
録
第
九
号
』
、
昭
和
二
四
年
四
月
一
六
日
）
。
な

お
発
足
当
初
は
同
胞
援
護
会
か
ら
の
財
政
面
、
労
力
面
の
援
助
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
同
胞
援
護
会
が
補
助
金
を
得
ら
れ
な

く
な
っ
た
こ
と
で
、
戦
争
犠
牲
者
遺
族
同
盟
の
活
動
資
金
も
不
足
し
て
い
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
お
）
初
め
て
遺
族
援
護
の
予
算
が
つ
い
た
際
、
県
議
会
で
県
の
厚
生
課
長
は
、
こ
れ
ま
で
も
「
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
の
面
で
遺

族
に
対
し
て
は
相
当
援
護
金
を
支
出
い
た
し
て
お
り
ま
す
」
と
答
え
て
い
る
（
広
島
県
会
編
『
広
島
県
会
議
事
速
記
録
・
昭
和
二
四
年

六
・
八
・
十
・
十
二
月
定
例
会
』
〈
一
九
四
九
年
〉
の
一

O
月
定
例
会
の
五
五
頁
）
。

（
却
）
『
日
本
遺
族
通
信
」
、
昭
和
二
四
年
八
月
一
五
日
。

（
ぬ
）
前
掲
、
瀬
野
村
「
遺
族
会
関
係
文
書
綴
」
。
以
下
瀬
野
村
遺
族
会
お
よ
び
安
芸
郡
の
遺
族
会
に
関
す
る
記
述
は
、
特
に
断
ら
な
い
限

り
こ
の
簿
冊
に
よ
る
の
で
、
出
典
の
表
記
は
省
略
す
る
。
引
用
に
際
し
て
は
句
読
点
を
適
宜
補
っ
た
。

（
氾
）
県
全
体
で
ど
の
程
度
、
町
村
遺
族
会
が
結
成
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
安
佐
郡
で
は
昭
和
二
四
年
八
月
一
日
現
在
で
、

郡
内
二
二
町
村
の
う
ち
六
町
村
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
「
安
佐
地
方
事
務
所
長
発
各
町
村
長
宛
（
昭
和
二
四
年
八
月
一

日
）
・
遺
族
会
規
定
案
送
付
に
つ
い
て
」
〈
前
掲
、
大
林
村
「
遺
族
会
一
件
」
〉
）
。

（
辺
）
前
掲
、
「
美
和
村
遺
族
会
関
係
綴
」
。
以
下
、
美
和
村
遺
族
会
お
よ
び
山
県
郡
に
関
す
る
記
述
は
、
全
て
こ
の
簿
冊
に
よ
る
も
の
な
の

で
、
出
典
の
表
記
は
省
略
す
る
。
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（
お
）
全
国
的
に
こ
れ
と
同
様
な
道
筋
で
遺
族
会
が
結
成
さ
れ
る
例
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
埼
玉
県
の
遺
族
会
史
は
県
遺
族
会

の
出
発
を
大
略
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
昭
和
一
一
一
年
公
務
扶
助
料
が
廃
止
さ
れ
る
中
、
埼
玉
県
の
地
方
世
話
部
は
、
遺
族
の
団
結

が
遺
族
の
厚
生
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
県
世
話
部
長
は
同
胞
援
護
会
埼
玉
県
支
部
を
訪
ね
、
遺
族
会
結
成
に
つ
い
て

の
協
力
を
依
頼
し
た
。
そ
こ
に
た
ま
た
ま
戦
争
犠
牲
者
遺
族
同
盟
の
結
成
が
起
こ
り
、
同
同
盟
か
ら
も
地
方
遺
族
団
体
の
組
織
化
の
依
頼

状
が
来
た
。
そ
こ
で
県
と
同
胞
援
護
会
埼
玉
県
支
部
は
、
遺
族
会
の
結
成
と
促
進
に
つ
い
て
協
力
し
合
っ
て
い
く
こ
と
を
約
し
た
が
、
県

と
し
て
は
軍
政
部
と
の
関
係
か
ら
表
面
に
立
っ
て
活
動
で
き
ず
、
同
胞
援
護
会
が
主
体
と
な
っ
て
町
村
遺
族
会
の
結
成
を
呼
び
か
け
、
二

二
年
七
月
に
町
村
遺
族
会
代
表
者
が
集
ま
っ
て
、
県
遺
族
会
が
結
成
さ
れ
た
（
『
埼
玉
県
遺
族
連
合
会
史
』
、
埼
玉
県
遺
族
連
合
会
、
一
九

八
六
年
、
二
七
｜
二
八
頁
）
。
各
地
の
遺
族
会
の
結
成
状
況
を
調
べ
た
北
河
も
、
「
男
性
遺
族
や
地
方
世
話
部
な
ど
の
働
き
か
け
で
設
立
さ

れ
た
ケ
l
ス
が
最
も
多
」
い
と
見
解
を
示
し
て
い
る
（
前
掲
、
北
河
『
戦
後
の
出
発
』
、
一
五
九
頁
）
。

（
斜
）
前
掲
、
北
河
『
戦
後
の
出
発
」
、
一
五
一
頁
。
な
お
、
昭
和
二
六
年
六
月
の
段
階
に
至
っ
て
も
、
鹿
児
島
、
栃
木
、
秋
田
で
は
県
遺

族
会
が
結
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
顧
問
森
田
俊
介
の
証
言
、
〈
「
第
十
回
国
会
（
継
続
）
参
議
院
在
外
同
胞
引
揚
問

題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
録
第
一
号
」
、
昭
和
二
十
六
年
六
月
二
十
九
日
」
〉
）
。

（
お
）
例
え
ば
、
昭
和
二
四
年
日
本
遺
族
厚
生
連
盟
へ
の
負
担
金
を
支
払
っ
た
県
遺
族
会
は
、
一

O
数
カ
所
に
過
ぎ
な
か
っ
た
（
『
日
本
遺

族
通
信
』
、
昭
和
二
四
年
九
月
二
五
日
）
。
支
払
え
る
だ
け
の
組
織
を
持
っ
て
い
た
県
遺
族
会
は
少
数
派
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
お
）
池
田
勇
人
蔵
相
の
答
弁
（
『
日
本
遺
族
通
信
』
、
昭
和
二
五
年
三
月
二
五
日
）
。

（
幻
）
「
あ
れ
か
ら
十
年
④
」
（
『
日
本
遺
族
通
信
』
、
昭
和
三
二
年
一
一
月
三

O
日
）
。
「
あ
れ
か
ら
十
年
」
と
い
う
回
想
は
二
五
回
連
載
さ
れ

た
が
、
執
筆
者
に
徳
永
と
明
記
さ
れ
て
い
る
固
と
そ
う
で
な
い
回
が
あ
る
。
本
稿
は
全
て
徳
永
の
記
事
と
推
定
し
て
論
述
す
る
。

（
お
）
「
日
本
遺
族
通
信
」
、
昭
和
二
五
年
五
月
一
五
日
。

（
却
）
「
あ
れ
か
ら
十
年
⑥
」
（
『
日
本
遺
族
通
信
』
、
昭
和
コ
一
三
年
七
月
三

O
日）。

（
却
）
初
め
て
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
県
議
会
で
知
事
が
「
民
生
関
係
で
は
新
た
に
遺
族
援
護
対
策
と
し
て
」
六
八
万
円
を
追
加
し
た
（
前
掲
、

『
広
島
県
会
議
事
速
記
録
・
昭
和
二
四
年
六
・
八
・
十
・
十
二
月
定
例
会
』
の
一

O
月
定
例
会
の
八
頁
）
と
説
明
し
た
と
こ
ろ
か
ら
も
裏

づ
け
ら
れ
る
。

（
引
）
「
広
島
県
遺
族
厚
生
連
盟
発
会
式
案
内
状
（
昭
和
二
四
年
八
月
一
七
日
）
」
（
前
掲
、
瀬
野
村
「
遺
族
会
関
係
綴
」
）
。
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（
必
）
前
掲
、
『
広
島
県
会
議
事
速
記
録
・
昭
和
二
四
年
六
・
八
・
十
・
十
二
月
定
例
会
』
の
一

O
月
定
例
会
の
三
七
頁
。

（
必
）
前
掲
、
大
林
村
「
遺
族
会
一
件
」
。
大
林
村
お
よ
び
安
佐
郡
に
関
す
る
記
述
は
、
全
て
こ
の
簿
冊
に
基
づ
く
も
の
な
の
で
、
以
下
出

典
は
原
則
と
し
て
省
略
す
る
。

（
制
）
例
え
ば
、
県
遺
族
厚
生
連
盟
の
販
売
事
業
で
町
村
遺
族
会
が
物
品
を
購
入
し
た
際
、
代
金
は
地
方
事
務
所
に
送
ら
れ
、
領
収
書
も
地

方
事
務
所
の
職
員
名
で
発
行
さ
れ
て
い
る
（
昭
和
二
六
年
四
月
に
綴
じ
込
ま
れ
た
門
標
の
領
収
書
〈
前
掲
、
大
林
村
「
遺
族
会
一
件
」
〉
。

ま
た
佐
伯
郡
地
方
事
務
所
の
文
書
で
は
、
昭
和
二
七
年
の
佐
伯
郡
連
合
遺
族
会
の
名
簿
に
「
郡
遺
会
の
事
務
は
地
方
事
務
所
厚
生
課
谷
峯

主
筆
に
委
嘱
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
、
「
昭
和
二
七
年
1
二
九
年
度
遺
族
援
護
法
関
係
綴
」
）
。

（
必
）
『
日
本
遺
族
通
信
』
、
昭
和
二
五
年
一
一
月
一
五
日
。

（
必
）
こ
れ
に
関
す
る
資
料
は
瀬
野
村
、
大
林
村
の
簿
冊
に
多
数
見
ら
れ
る
。

（
訂
）
「
安
芸
郡
遺
族
連
合
会
長
発
各
町
村
遺
族
会
長
宛
（
昭
和
二
五
年
八
月
一
五
日
）
・
役
員
会
開
催
の
件
（
通
知
）
」
（
前
掲
、
大
林
村

「
遺
族
会
一
件
」
）
。

（
必
）
「
第
十
四
国
会
参
議
院
予
算
委
員
会
会
議
録
第
二
二
号
」
（
昭
和
二
六
年
三
月
八
日
）
。

（
却
）
『
日
本
遺
族
通
信
」
、
昭
和
二
六
年
五
月
一
日
。

（
印
）
こ
の
他
昭
和
二
五
年
末
の
理
事
会
で
は
、
各
支
部
が
地
元
選
出
の
代
議
士
に
陳
情
書
を
も
っ
て
「
面
接
」
を
行
い
本
部
に
結
果
を
報

告
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
（
『
日
本
遺
族
通
信
」
、
昭
和
二
六
年
一
月
一
日
）
。

（
日
）
「
日
本
遺
族
通
信
』
、
昭
和
二
六
年
三
月
一
日
。

（
回
）
「
あ
れ
か
ら
十
年
⑪
」
（
『
日
本
遺
族
通
信
』
、
昭
和
三
三
年
一
二
月
三

O
日）。

（
日
）
「
基
金
募
集
趣
意
書
」
（
前
掲
、
瀬
野
村
「
遺
族
会
関
係
文
書
綴
」
）
。

（
日
）
「
山
県
郡
遺
族
連
合
会
長
発
各
町
村
長
・
遺
族
会
長
宛
遺
族
会
分
配
金
割
当
て
に
つ
い
て
（
昭
和
二
七
年
三
月
）
」
（
前
掲
、
「
美
和

村
遺
族
会
関
係
綴
」
）
。

（
日
）
前
掲
『
日
本
遺
族
会
十
五
年
史
』
の
広
島
県
遺
族
会
の
項
に
は
、
「
昭
和
二
七
年
九
月
一
日
県
費
の
助
成
を
得
て
現
在
の
広
島
中
心

街
に
移
転
、
内
外
と
も
に
陣
容
を
確
立
し
た
」
（
二
八
六
頁
）
と
あ
る
。

（
日
）
前
掲
、
北
場
『
戦
後
「
措
置
制
度
」
の
成
立
と
変
容
で
七
六

l
八
四
頁
。
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（
貯
）
広
島
県
会
編
『
広
島
県
会
議
事
速
記
録

五
ー
二
六
頁
。

（
関
）
『
朝
日
新
聞
』
、
昭
和
二
六
年
一

O
月
六
日
。

（
印
）
「
朝
日
新
聞
で
昭
和
二
七
年
一
月
一
七
日
。

（
ω）
「
あ
れ
か
ら
十
年
⑫
」
（
『
日
本
遺
族
通
信
』
、
昭
和
三
四
年
一
月
三
O
日）。

（
臼
）
「
あ
れ
か
ら
十
年
⑭
」
（
「
日
本
遺
族
通
信
』
、
昭
和
三
四
年
四
月
一
二

O
日）。

（
臼
）
同
法
案
の
成
立
経
緯
や
法
案
成
立
が
も
た
ら
し
た
意
味
に
つ
い
て
は
、
前
掲
木
村
論
文
が
詳
し
い
。

（
臼
）
『
日
本
遺
族
通
信
』
、
昭
和
二
六
年
八
月
一
日
。

（
臼
）
前
者
は
政
府
に
弔
慰
金
や
遺
族
年
金
の
支
給
な
ど
を
求
め
た
も
の
で
（
「
遺
族
補
償
に
関
す
る
陳
情
に
つ
い
て
」
昭
和
二
六
年
二
一

月
二
三
日
、
〈
前
掲
、
大
林
村
「
遺
族
会
一
件
」
〉
）
、
後
者
の
陳
情
は
政
府
提
出
の
援
護
法
へ
の
不
満
か
ら
、
援
護
法
を
暫
定
措
置
と
し
、

政
府
に
新
た
に
遺
族
対
策
審
議
会
を
作
る
こ
と
を
求
め
た
陳
情
で
あ
る
（
「
（
標
題
な
し
）
・
昭
和
二
七
年
四
月
〈
前
掲
、
瀬
野
村
「
遺
族

会
関
係
文
書
綴
」
〉
）
。

（
日
）
「
中
国
新
聞
』
、
昭
和
二
六
年
一

O
月
二

O
日。

（
侃
）
『
中
国
新
聞
』
、
昭
和
二
七
年
一
月
一
一
日
。

（
釘
）
こ
の
買
い
取
り
問
題
は
、
前
掲
、
田
中
『
遺
族
と
戦
後
』
に
詳
し
い
。
座
談
会
「
二
十
年
を
か
え
り
み
て
」
（
『
日
本
遺
族
通
信
』
、

昭
和
四
二
年
二
一
月
一
日
）
も
参
照
。

（
侃
）
『
日
本
遺
族
通
信
』
、
昭
和
二
六
年
九
月
一
日
。

（
ω）
「
日
本
国
有
鉄
道
百
年
史
・
二
二
巻
』
（
日
本
国
有
鉄
道
、
一
九
七
四
年
）
、
五
六
頁
参
照
。

（
初
）
日
本
遺
族
会
へ
の
改
組
と
こ
の
法
律
は
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
旧
軍
人
会
館
を
借
り
受
け
る
に
あ
た
っ
て
、
任
意
団
体
で
は
借
り
受
け

の
資
格
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
前
掲
、
田
中
『
遺
族
と
戦
後
』
、
五
九
頁
）
。

（
九
）
日
本
遺
族
会
幹
部
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
そ
の
幹
部
は
買
い
取
り
資
金
を
用
意
で
き
な
い
た
め
自
由
党
の
星
島
二
郎
に
「
泣
き
つ
い

た
」
。
そ
こ
で
星
島
は
そ
の
幹
部
を
伴
っ
て
木
村
篤
太
郎
法
相
の
所
へ
談
判
に
行
き
、
「
軍
人
会
館
を
遺
族
厚
生
連
盟
に
あ
げ
な
さ
い
。
国

が
二
億
七
千
万
円
ば
か
り
と
っ
て
ど
う
す
る
」
と
迫
り
、
そ
の
結
果
、
無
償
貸
与
が
決
ま
っ
た
と
い
う
（
「
日
本
遺
族
通
信
』
、
昭
和
四
二
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年
一
一
一
月
一
日
）
。

（
η
）
前
掲
、
大
林
村
「
遺
族
会
一
件
、

（
ね
）
「
遺
族
会
長
会
同
研
究
事
項
（
昭
和
二
九
年
四
月
二
四
日
）
」
（
前
掲
、
佐
伯
地
方
事
務
所
「
昭
和
二
七
・
二
八
・
二
九
年
度
遺
族
援

護
法
関
係
雑
件
綴
」
）
の
添
付
資
料
。

（
九
）
「
昭
和
二
八
年
度
移
動
相
談
所
実
施
要
綱
」
（
前
掲
、
大
林
村
「
遺
族
会
一
件
」
）
に
よ
れ
ば
、
生
活
相
談
業
務
の
筆
頭
に
く
る
の
が
、

「
例
公
的
扶
助
の
徹
底
に
努
め
、
関
係
方
面
に
連
絡
を
と
る
こ
と
」
と
い
う
項
目
で
あ
っ
た
。

（
万
）
こ
の
こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
た
資
料
を
紹
介
す
る
と
、
昭
和
二
九
年
二
月
笹
井
と
い
う
県
の
世
話
課
長
は
、
『
広
島
遺
族
新
聞
」
に

次
の
よ
う
な
文
章
を
寄
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
笹
井
は
公
務
扶
助
料
復
活
に
と
も
な
う
恩
給
事
務
に
よ
り
、
世
話
課
が
多
忙
さ
を
極
め

て
い
る
現
状
に
言
及
し
た
後
、
「
遺
族
会
に
於
て
も
こ
れ
等
の
団
体
（
軍
人
思
給
連
盟
を
指
す
｜
筆
者
注
）
に
劣
ら
ぬ
よ
う
、
更
に
相
互

扶
助
の
実
を
挙
げ
ら
れ
、
扶
助
料
請
求
に
協
力
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
」
と
、
遺
族
会
へ
の
期
待
を
述
べ
る
。
さ
ら
に
笹
井
は
、
「
遺

族
会
に
於
て
は
思
給
早
期
支
給
の
為
、
国
家
や
県
選
出
代
議
士
に
対
し
、
思
給
局
の
事
務
簡
疎
化
と
思
給
事
務
費
増
額
に
つ
き
猛
烈
な
運

動
を
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
」
と
、
遺
族
会
の
政
治
的
な
活
動
に
ま
で
期
待
を
寄
せ
た
。
行
政
と
遺
族
会
の
関
係
が
示
さ
れ
た
談

話
と
い
え
よ
う
（
同
新
聞
は
、
前
掲
、
佐
伯
地
方
事
務
所
「
昭
和
二
七
・
二
八
・
二
九
年
度
遺
族
援
護
法
関
係
雑
件
綴
」
に
綴
じ
込
ま
れ

た
も
の
）
。

（
苅
）
前
掲
、
大
林
村
「
遺
族
会
一
件
」
。

（
竹
）
地
元
紙
の
選
挙
特
集
の
記
事
の
中
で
も
、
「
（
中
川
は
｜
引
用
者
）
最
近
で
は
署
名
入
り
の
靖
国
神
社
の
写
真
を
遺
族
に
贈
っ
て
効
果

を
あ
げ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
『
中
国
新
聞
で
昭
和
二
七
年
七
月
一
九
日
）
。

（
花
）
理
由
は
定
か
で
な
い
が
、
前
回
（
昭
和
二
七
年
）
の
総
選
挙
の
際
に
は
、
地
元
紙
も
「
広
島
県
の
遺
族
連
盟
と
し
て
は
選
挙
に
関
係

し
な
い
方
針
を
と
っ
て
い
る
よ
う
だ
」
と
報
じ
て
い
る
（
「
中
国
新
聞
」
、
昭
和
二
七
年
七
月
二

O
日）。

（
乃
）
会
費
を
と
ら
な
か
っ
た
の
は
広
島
だ
け
で
は
な
く
、
全
国
的
に
そ
う
だ
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
昭
和
二
六
年
、
前
出
の
森
田
俊
介
は
、

日
本
遺
族
厚
生
連
盟
傘
下
の
県
遺
族
会
で
「
会
費
の
よ
う
な
も
の
を
と
っ
て
お
る
と
こ
ろ
は
非
常
に
少
な
い
と
思
い
ま
す
」
と
参
議
院
で

証
言
し
て
い
る
（
「
第
十
四
国
会
（
継
続
）
参
議
院
在
外
同
胞
引
揚
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
会
議
録
第
一
号
」
、
昭
和
二
六
年
六
月
二

九
日
）
。
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（
初
）
二
八
・
二
九
年
度
は
予
定
の
会
費
総
額
三

O
八
万
九
五
五
O
円
（
遺
族
一
人
あ
た
り
五
O
円
×
六
万
一
七
九
一
人
）
に
対
し
、
納
入

額
は
四
O
万
五
八
三

O
円
に
過
ぎ
な
か
っ
た
（
「
昭
和
二
八
年
・
二
九
度
会
費
納
入
状
況
」
、
〈
前
掲
、
佐
伯
地
方
事
務
所
「
昭
和
二
七
年

1
二
九
年
度
遺
族
援
護
法
関
係
綴
」
〉
）
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
、
二
九
年
一

O
月
一
五
日
現
在
の
数
値
な
の
で
、
そ
の
後
も
う
少
し
納
入
率

が
上
が
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
創
）
そ
れ
ゆ
え
、
昭
和
二
九
年
に
広
島
県
遺
族
会
は
銀
行
か
ら
借
り
入
れ
た
九
O
万
円
を
期
日
ま
で
に
返
済
で
き
な
い
と
い
う
事
態
に
陥

り
、
そ
の
対
応
策
が
理
事
会
の
議
題
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
（
「
常
務
理
事
会
関
係
書
類
」
、
〈
前
掲
、
佐
伯
地
方
事
務
所
「
昭
和
二
七

年
1
二
九
年
度
遺
族
援
護
法
関
係
綴
」
〉
。

（
幻
）
広
島
県
遺
族
会
の
あ
る
女
性
役
員
の
回
想
に
も
、
「
い
よ
い
よ
遺
族
会
を
結
成
し
よ
う
と
会
員
を
や
っ
と
募
集
し
て
、
責
任
者
が
会

費
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
と
『
可
愛
い
一
人
息
子
を
、
愛
す
る
夫
を
殺
さ
れ
て
そ
の
上
金
を
出
せ
と
は
何
事
か
。
金
は
自
分
が
貰
い
た

い
』
と
」
い
う
反
応
が
返
っ
て
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
（
前
掲
、
『
広
島
県
遺
族
会
の
あ
ゆ
み
』
、
四
四
八
頁
）
、
当
時
の
一
般
的

な
反
応
で
あ
ろ
う
。

（
お
）
町
村
レ
ベ
ル
で
も
補
助
金
は
あ
っ
た
。
瀬
野
村
で
は
、
遺
族
会
へ
の
補
助
金
支
給
は
昭
和
二
五
年
に
始
ま
り
四
0
0
0
円
が
支
給
さ

れ
た
（
当
時
は
得
生
会
）
。
二
六
年
度
は
五
0
0
0円
（
「
遺
族
会
負
担
金
」
）
、
二
七
年
は
「
遺
族
会
負
担
金
」
一
万
一
三
六
八
円
、
二
八

年
度
は
五
九
六
五
円
（
「
郡
遺
族
連
合
会
負
担
金
」
）
と
三
五

0
0
0
円
（
「
遺
族
会
事
業
補
助
」
）
の
支
出
が
確
認
で
き
る
（
「
各
年
度
安

芸
郡
瀬
野
村
歳
出
歳
入
決
算
書
」
、
〈
『
旧
瀬
野
村
役
場
文
書
』
〉
）
。
大
林
村
で
も
二
六
年
度
か
ら
「
郡
遺
族
会
負
担
金
」
と
し
て
一

0
0
0

円
の
補
助
金
が
予
算
に
計
上
さ
れ
、
二
七
年
に
は
一

0
0
0
円
、
二
八
年
は
七
五
O
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
（
「
各
年
度
予
算
書
」
〈
「
旧

大
林
村
役
場
文
書
』
〉
）
。
瀬
野
村
や
大
林
村
で
は
、
町
村
遺
族
会
が
郡
遺
族
連
合
会
に
納
め
る
べ
き
負
担
金
を
、
村
が
肩
代
わ
り
、
あ
る

い
は
補
助
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
倒
）
行
政
の
遺
族
会
へ
の
資
金
的
援
助
は
広
島
県
特
有
の
も
の
で
は
な
く
、
全
国
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
表
4
は
名
古
屋
市
が
作
成
し
た

遺
族
援
護
関
係
の
簿
冊
に
挟
み
こ
ま
れ
た
一
覧
表
を
そ
の
ま
ま
再
現
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
五
大
都
市
で
様
々
な
形
で
遺
族
会
お
よ
び
そ

の
事
業
に
対
す
る
支
出
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
お
）
遺
族
会
へ
の
忠
誠
心
が
高
く
な
っ
た
の
は
、
昭
和
三

0
年
代
の
後
半
に
未
亡
人
が
運
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
参
議
院
全
国
区
選
挙
と
利
益
団
体
」
参
照
。
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表4 昭和31年度五大都市遺族対策費比較表（昭和31.4.18調）

（単位円）

都市別 予算総額 事業内容 予算額 説明

横浜市 2, 775,000 
遺族会補助金 300,000 
遺族慰安費 300,000 
追悼式経費 675,000 
遺児身元保証費 1. 000, 000 

神戸市 11, 195,000 
遺族慰安費 1. 800, 000 
遺族靖国神社団体参拝費 900,000 未亡人、老父母を対象250人
護国神社供物料 200,000 春秋2回、 100,000づっ

慰霊祭費 100,000 1市 4郡

遺族会補助金 400,000 
遺族年末貸付金 7,500,000 1回7,143円（国債担保）

事務費 295,000 

大阪市 897,500 
遺児育英費 3,000,000 奨学資金支給 高校生月額

700円
遺族靖国神社団体参拝費 1. 600, 000 老父母、未亡人400人

@3, 700円

遺族慰安費 2,550,000 
遺族会委託料 1. 250, 000 遺族会補助金

慰霊祭費 410,000 
事務費 165,000 

京都市 2,840,000 
委託料 遺族会え交付

l遺児靖国神社参拝費 1. 115, 000 (900人対象）

2 生活相談費 480,000 
3 派遣遺婦事業費 1. 045, 000 
4慰霊祭費 200,000 

名古屋 7,893,600 

市 遺児靖国神社参拝費 593,800 160人
卒業報告祭費 80,000 600人
護国神社供物料 500,000 
遺族慰安費 2,300,000 
遺族会補助金 2,200,000 
遺族援護費 520,000 
慰霊祭費 650,000 
遺児就業対策費 1. 050, 000 

出所） 「昭和31年度五大都市遺族対策費比較表 （昭和31.4. 18調）J（名古屋市政資料館蔵『昭和二

十八年三月起遺族援護関係綴J)
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（
鉛
）
利
益
団
体
形
成
の
理
論
研
究
の
分
野
で
は
、
オ
ル
ソ
ン
の
登
場
前
は
、
利
益
団
体
の
形
成
を
導
く
基
本
変
数
は
マ
ク
ロ
な
社
会
的
変

化
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
団
体
の
形
成
は
社
会
的
変
動
の
直
接
的
か
つ
自
動
的
帰
結
と
し
て
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
九
六
五
年
に
発
表
さ
れ
た
オ
ル
ソ
ン
の
『
集
合
行
為
の
論
理
』
は
、
利
益
団
体
が
共
通
の
利
益
に
よ
っ
て
自
動
的
に
形
成
さ

れ
る
こ
と
を
否
定
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
個
人
が
自
己
の
効
用
を
最
大
化
す
る
よ
う
合
理
的
に
行
動
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
場
合
、
個

人
は
団
体
加
入
の
た
め
の
コ
ス
ト
を
払
わ
ず
、
フ
リ
l
ラ
イ
ダ
ー
に
な
る
の
が
最
も
合
理
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
利
益
団
体
理
論
の
研

究
史
は
、
伊
藤
光
利
他
『
政
治
過
程
論
』
〈
有
斐
閣
、
二

0
0
0年
〉
の
第
七
章
（
伊
藤
光
利
執
筆
）
、
お
よ
び
丹
羽
功
「
利
益
団
体
の
組

織
分
析
（
一
）
｜
ア
メ
リ
カ
政
治
学
に
お
け
る
理
論
の
展
開

l
」
〈
『
法
学
論
叢
』
、
一
九
九
五
年
九
月
〉
を
参
照
し
た
）
。

（
釘
）
こ
の
点
は
J
・
L
・
ウ
ォ

1
カ
l
の
理
論
と
整
合
性
が
強
い
。
ウ
ォ

l
カ
l
は
一
九
八
三
年
に
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
利
益
団
体
の

起
源
と
維
持
」
（
吋
常
』
さ

S
S
M
M。
S
S号
。

S
R同
S
S
F
〈己・

3
・
z。・
N

・
5
∞ω）
を
発
表
し
、
団
体
の
形
成
と
維
持
に
は
団
体

外
部
か
ら
の
支
援
、
と
り
わ
け
政
府
や
財
団
か
ら
の
財
政
的
援
助
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
行
政
機
関
や
財
団
が
財
政
的

援
助
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
政
治
的
企
業
家
が
団
体
を
創
設
、
維
持
す
る
の
を
容
易
に
し
、
そ
れ
に
よ
り
メ
ン
バ
ー
の
団
体
加
入
へ
の
コ

ス
ト
は
下
が
る
。
そ
こ
で
フ
リ
l
ラ
イ
ダ
l
の
問
題
は
克
服
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
ウ
ォ

l
カ
1
の
議
論
は
、
会
に
自
由
に
参

加
で
き
る
自
発
的
団
体
に
対
す
る
サ
ー
ベ
イ
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
で
あ
り
、
遺
族
会
の
よ
う
に
行
政
と
未
分
化
な
団
体
と
比
較
す
る
に
は

一
定
の
留
保
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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追
記
資
料
閲
覧
に
際
し
て
、
広
島
市
公
文
書
館
の
池
本
公
二
氏
に
は
様
々
な
ご
便
宜
を
は
か
つ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
・
若
手
研
究
（
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
）
「
利
益
団
体
と
保
守
政
党
の
戦
後
史
l

日
本
遺
族
会
の
実
証
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
す
。


